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例
会

記
録

〇
平
成
ニ
五
年
四
月
例会

講
演
「折
井
愚
哉
と
安籐
正楽
」
 

会
員山上茂次郎

折
井
愚
哉
に関
す
る研
究
は、
こ
れ
ま
で
比
較
的
少
な
く、
子
規会
例 

会
に
お
い
て
も
最
初
の
講
演
で
あ
る。
折
井
愚
哉
が
土
居
町
を
訪
れ
た
こ 

と、
ま
た
渡
米
す
る
愚
哉
を
正楽
が
見
送
つ
た
こ
と
な
ど
を
含
め、
子
規 

と
正楽
の
交
流
の
事実
や
「相
模
百
景
」
の
精
査
に
ょ
る
子
規
句
の
抽
出 

な
ど縦
横
に
考
察
を
加
え、
的
確
に
纏
め
ら
れ
た。
「日
本」
及
び
「ホ
ト 

ト
ギ
ス
」
に
出
て
く
る
正楽
の
句
を
も
指
摘
さ
れ、
充実
し
た
レ
ジ
ュ
メ 

そ
の
も
の
が
貴
重
な
資
料
と
な
つ
た。
周
到
な
準
備
に
ょ
り、
一
貫
し
て 

謙虚
な
姿
勢
で、
時
間
配
分
に
も
配
慮
し
つ
つ、発
表
さ
れ
た。

〇
平
成
ニ
五
年
五
月
例会

講
演
「明
治
ニ
十
五
年
八
月
の|̂0
：丁
3

リ丫
八

八̂

〜
子
規.
漱
石
.

ホ
—

キ
ン
ス
〜
」

常任理事
三好恭治

確
か
な
原
典
を広
く
探
究
し、
明
治
二
十
五
年
八
月
の
子
規

.

漱
石
. 

ホー
キ
ン
ス
の
動静
の
丹
念
な
調
査研
究
と
そ
の関
連
の
一覧
の
作
成、 

ま
た
愛
媛県
尋
常
中学
校
の
四
人
の
外国
人教
師
に関
し
て独
自
の
綿
密 

な
資
料
を
作
成、
特
に
ホ
ー
キ
ン
ス
に
付
い
て
は
そ
の
著
作

「一
"

旬6
0
^
 

吕̂
一̂
-̂

一
召
目
」を読
み
解
き、
英
文
を駆
使
し
て
綿
密
に経
歴
を
ま 

と
め
ら
れ
た。
外国
人
の
目
で
見
た
松
山
城、
石
手
川、
道
後
の
秋
祭
り 

等
は
興
味
深
い内
容
で
あ
る。
更
に
愛
松
亭
の内
部
や
付
近
の状
況
が
平 

面図
で
紹
介
さ
れ
た
の
は
貴
重
な
資
料
と
な
つ
た。

〇
平
成
ニ
五
年
六
月
例会

講
演
「薪
村
句
集
を
巡
っ
て
〜
鳴
雪
と
霽
月
〜
」

会
員中野匡子

村
上
霽
月
の
親
族.
曾
孫
の
立
場
か
ら、
先
ず
霽
月旧
居
の状
況
を
紹 

介、
遺
さ
れ
た
多
く
の
霽
月
宛
て
書
簡
を読
み
解
き
な
が
ら、
霽
月
や
鳴
雪 

の
著
書、
新
聞
記
事
を
引
用
し
て
蕪
村
句
集
の
入
手
の経
緯
及
び
句
集
の 

そ
の
後
に
つ
い
て
も触
れ
ら
れ
た。
蕪
村
句
集
の発
見
は
伊
予
の国
に
お 

い
て
であ
り
、
霽
月
や
鳴
雪
が
い
な
け
れ
ば、発
見
は
あ
り
得
な
か
っ
た 

こ
と
を、
資
料
によ
り
具体
的
に検
証
し
た。発
見
の
契
機
と
し
て
「椎 

の
友」
の
活
動、
そ
の
後
の
仙
波
花叟
の関
わ
り
を
指
摘、
今
後
の研
究 

の
一
層
の
進
展
も
期
待
さ
れ
る内
容
で
あ
っ
た。

例
会

案
内

〇
八
月
例会

平
成
ニ
五
年
八
月
一
九
日
(月)
正宗寺本堂 

講
演
「明
治
三
十
五
年
前
半
期
の
子
規
及
び
子
規
周辺

〜
碧
梧
桐.虚
子
の
露
月
宛
書
簡
よ
り
〜
」

子
規
記
念
博
物
館
竹
田
美
喜
館
長

〇
九
月
例会

平
成
ニ
五
年
九
月
一
九
日
(木)
正宗寺本堂 

|
|

二回子規忌法要

講
演
「子
規
と
南
土
居
大
倉
家
」
 

副会
長
和
田
克
司

〇|

〇
月
例会

平
成
ニ
五
年|

〇
月
一
九
日(
土
) 

正
宗
寺
本
堂 

講
演
「子
規
の
俳
論
を
め
ぐ
っ
て
」
 

常任理事平岡英 

〇
南
予
支
部
十
九
周
年
記
念
俳
句
と
講
演
の会

平
成
ニ
五
年
一
〇
月
ニ
〇
日(日)
午後一時 

西
予
市
宇
和
町
卯
之
町
三
丁
目

宇
和
文
化
の
里
中
町
集会
所



平
成
二
十
五
年
度
松
山
子
規会
総
会

松
山
子
規会
事
務
局

平
成
二
十
五
年
四
月
十
九
日(金
)

午
後
一
時
三
十
分
ょ
り、
松
山 

市
立
子
規
記
念
博
物
館
の
視聴
覚
室
に
お
い
て、
四
十
八
名
が
出
席
し 

て
平
成
二
十
五
年
度
松
山
子
規会
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。総
会
に
先 

立
っ
て、
午
前
十
時
ょ
り
理
事会
が
開
催
さ
れ、総
会
に
提
出
す
べ
き 

議
案
を
審
議、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

総
会
次
第

一会

長挨
拶
 

会
長井手康夫 

ニ編集委員長挨拶

 

編
集
委
員
長
和
田
克
司 

三
平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告 

事
務
局蔦

川
武
彦 

四
平
成
二
十
四
年収
支
決
算
(
監査)報
告会
計
森慎
吾 

五
平
成
二
十
五
年
度
事
業
計画
 

事
務
局窵
川
武
彦 

六
平
成
二
十
五
年
度会
計
予
算 

会
計
森慎
吾 

七そ
の他 

会
長挨
拶
(要
旨
)

「平
成
二
十
四
度
に
計画
し
た
諸
事
業
が
完
了
し
た
。会
員
の
皆
さ
ん 

の
ご
協
力
に
感
謝
し
た
い。会
員数
は
二
十
四
度
も
減
少
傾
向
に
あ
っ 

た
が、
各
月
の
例会
に
お
い
て
は満
席
に
な
る
こ
と
が多
い
。
興
味
を 

も
っ
て参
加
さ
れ
る
方
に
は
入会
を勧
め
た
い。
「子
規
事
典
」
も
胸 

突
き
八
丁
の状
況
だ
が、
曙
光
が
差
し込
ん
で
き
て
い
る
。
刊
行、
販 

売
の
組
織
を
立
ち
上
げ
た
い。
四
年
先
の
子
規
生
誕
百
五
十
周
年
に
つ 

い
て
も
考
え
て
い
き
た
い
の
で、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を拝
聴
し
た
い。」 

編
集
委
員
長挨
拶
(要
旨
)

「子
規
事
典
は、
子
規
生
誕
百
五
十
年
記
念
と
し
て
の
刊
行
を
目
標 

と
し
て
い
る
。内
容
構
成
に
つ
い
て
は、
各
事
典
項
目
を
中
心
に、
子 

規
の
漢
詩、
俳
句、
短
歌
な
ど
の
評釈
も
重
視
す
る
。
松
山関
係
の
主 

要
な画
像
は
故
風戸
始
氏
撮
影
資
料
を
活
用
し
た
い。
し
か
し、
事
典 

に掲
載
す
る
子
規関
係
人
物
の画
像
は
今
後
と
も
集
成
に
協
力
を
お 

願
い
す
る
。
事
典巻
末
の総
合
索
引
で
は、
有
機
的
な
繫
が
り
を
構
成 

し、
配
列
に
工
夫
を
凝
ら
し
て、
有
意
義
な
事
典
と
な
る
ょ
ぅ
に
努
力 

す
る
。
な
お、
各
項
目
の内
容関
連
の
校
正
用
に
文献
の
集
成
協
力
を 

お
願
い
し
た
い。」

議
事

恒
例
に
ょ
り、会
長
が
議
長
と
な
っ
て
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。

平
成
二
十
四
年
度
の
事
業
報
告、
決
算
報
告
が
承
認
さ
れ、
二
十
五 

度
の
事
業
計画
、
予
算
案
に
つ
い
て
も
審
議
の
結
果、
原
案
ど
お
り
可 

決
さ
れ
た
。

「そ
の
他
」
と
し
て

，会
員増
の
た
め
に、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。

，
「子
規会
誌
」
の
販
路
の拡
大
に
つ
い
て検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

，
平
成
二
十
七
年
度
開
催
の
愛
媛国
体
と
子
規
生
誕
百
五
十
年
の 

コ
ラ
ボ
を図
っ
て
は
ど
ぅ
か。

等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

記
念
講
演

，
演
題
「子
規
と
折
井
愚
哉
と
安
藤
正楽
」

，
講
師
松
山
子
規会
会
員
山
上
茂
次
郎



⑴平 成 24年 度 決 算 書

自 平 成 24年 4 月 1 日 
至 平 成 25年 3 月31日

収 入 の 部  （単 位 ニ 円 )
費 目 予算額 決算額 差引増 減

繰 越 金 158,300 158,300 0
会  費 500,000 435,000 厶  65,000

普通会 費 50,000 435,000 厶  65,000
賛 助 会 費 0 0 0

寄 付 金 50,000 90,000 40,000
補 助 金 200,000 200,000 0

市 補 助 金 200,0001 200,000 0
雑 収 入 91,700 167,764 76,064

会 誌 ，書 籍 売 上 金 50,000 118,870 68,870
広 告 料 40,000 40,000 0
その他雑 収 入 1，700 8,894 7,194

計 1,000,000 1,051,064 51,064

平 成 24年 度 決 算 書 ⑵

支 出 の 部  （単 位 ニ 円 )

費 目 予算額 決算額 差 引 増 減
報 償 費 175,000 150,000 25,000

謝 礼 金 130,000 115,000 15,000
寄 稿 謝 礼 金 10,000 0 10,000
編集費 35,000 35,000 0

需 要 費 820,000 766,891 53,109
印刷費 600,000 570,672 29,328
通信費 60,000 35,650 24,350
会 場費 20,000 17,300 2,700
会 議費 60,000 89,923 厶  29,923
事務費 30,000 19,545 10,455
備品費 5,000 0 5,000
慶弔費 10,000 0 10,000
雑 費 30,000 33,801 么  3,801
行事補助費 5,000 0 5,000

予 備 費 5,000 0 5,000
次 期 繰越金 134,173 厶 134,173

計 1,000,000 1,051,064 厶  51,064
収 入 ，支 出 の 差 額 134,173円は次期繰越金とする 

〈監査報告〉 上記のとおり諸帳簿は正確に処 理されておりました。
平成25年 4 月 5 日 監 査  福 井 み ど り

宇 都 宮 弘 之



平 成 25年 度 予 算 書
自 平 成 25年 4 月 1 日 
至 平 成 26年 3 月31日

⑴

収 入 の 部  〈単 位 ニ 円 )
費 目 本  年 前 年 差  引

繰 越 金 134,173 158,300 厶  24,127
会  費 500,000 500,000 0

普通会 費 500,000 50,000 0
賛 助会 費 0 0 0

寄 付 金 40,000 50,000 么 10,000
補 助 金 200,000 200,000 0

市 補 助 金 200,000 200,000 0
雑 収 入 125,827 91,700 34,127

会 誌 ，書 籍 売 上金 80,000 50,000 30,000
広 告 料 40,000 40,000 0
その他雑 収 入 5,827 1，700 4，127

計 1,000,000 1,000,000 0

平 成 25年 度 予 算 書 ⑵

支 出 の 部  （単 位 ニ 円 )
費 目 本 年 前 年 差  引

報 償 費 175,000 175,000 0
謝 礼 金 130,000 130,000 0
寄 稿謝礼 金 10,000 10,000 0
編集費 35,000 35,000 0

需 要 費 820,000 820,000 0
印刷費 600,000 600,000 0
通信費 50,000 60,000 厶 10,000
会 場費 20,000 20,000 0
会 議費 80,000 60,000 20,000
事務費 30,000 30,000 0
備品費 5,000 5,000 0
慶弔費 10,000 10,000 0
雑 費 20,000 30,000 厶 10,000
行事補助費 5,000 5,000 0

予 備 費 5,000 5,000 0
計 1,000,000 1,000,000 0



平成24年度松山子規会 事業報告書
年月 行 事  内 容 年月 行 事  内 容

24年 
4 月

© 9 日 第 10回花見会 石手川公園 
©19日 平 成 24年度松山子規会 理事会 、総 会 並 びに 

第831回 例 会 講 師 三 好 恭 治 『漱石の月俸八拾 
円 の 「真 実 」』

© 19日 子 規 会 誌 （133号 ）発 行 
© 19日 子 規 事 典 第 1 回新編集委員会

10月

©19日 第 837回 例 会 講 師 平 岡 英 「虚 子と松山」 
©19日子規事典第6 回執筆集成部会  
©19日 子 規 会 誌 （135号 ）発 行 
©23日南予支部18周年記念俳句と講演の会  

講 師 宇 都宮 弘 之 「樋 ロー 葉母子と子規‘漱 石 ， 
鷗外』

5 月
©18日子規事典第 1 回執筆集成部会  

19日 第 832回 例 会 講 師 戒 能 申 脩 「松 山 今 昔吓 」 
©19日子規事典第1 回映像集成部会

11月
©19日 第 838回 例 会 講 師 近 藤 元 規 「松風会 会 員 

我観 の周辺 」
©19日子規事典第2 回映像集成部会

6 月
©19日 第 833回 例 会 講 師 今 村 威 「子規の連句復活』 
©19日子規事典第2 回執筆集成部会 12月

©19日 第 839回 例 会 講 師 烏 谷 照 雄 「鶏 頭を舞台に 
俳 人 ，柳瀬 蓼科と阿部里雪」

©19日子規事典第2 回全体 編集委員会 終了後懇親会

7 月
©19日 第 834回 例 会 講 師 ニ 神 将 「家族の袢 と極堂 

〜三度の挫折を超えて〜」
©19日子規事典第3 回執筆集成部会  
©19日 子 規 会 誌 （134号 ）発 行

25年 
1 月

©19日平成25年新年懇親会 並 びに第840回例会  
石手公民館会 長年頭挨 拶 子規漢詩朗詠居合演 
武力ラ才ケビンゴ百人一首 

©19日 子 規 会 誌 （136号 ）発 行

8 月
©19日 第 835回 例 会 講 師 渡 部 平 人 「子規と古白〜 

明治24年を中心に〜」
©19日子規事典第4 回執筆集成部会

2 月 ©19日 第 841回例会 講師宮本憲司「草田男に学 ぶ」 
©19日子規事典第3 回映像集成部会

9 月
©19日 第 111回子規忌第836回例会 記念講演副会  

長 和 田 克 司 「子 規 の 松 風 会 選 句 稿 」
©19日子規事典第5 回執筆集成部会  
©30日子規会 月見会 石手公民館

3 月
©19日 第 842回 例 会 講 師 森 慎 吾 「森連南の句〜 

『真 砂の志良邊』より〜」
©19日子規事典第7 回執筆集成部会  
©30日 第 11回花見会 石手川公園

平成25年度松山子規会 事業計画 書
年月 行 事  内 容 年月 行 事  内 容

25年 
4 月

©19日 平 成 25年度松山子規会 理事会 、総 会 並 びに 
第843回 例 会 （子規博）講師山上茂次郎 

© 1 9日 子 規 会 誌 （137号 ）発 行
10月

©19日 第 849回 例 会 （正宗寺）講師平岡英 
©19日 子 規 会 誌 （139号 ）発 行 
@ 未 定 南 予 支 部 総 会 （宇和町中町集会 所）

5 月 ©19日 第 844回 例 会 （正宗寺）講師三好恭治 11月 ©19日 第 850回 例 会 （正宗寺）講師忽那哲

6 月 ©19日 第 845回 例 会 （正宗寺）講師中野匡子 12月 ©19日 第 851回 例 会 （正宗寺）講師佐伯健

7 月
©19日 第 8恥 回 例 会 （正宗寺）講師泉墓 
©19日 子 規 会 誌 （138号 ）発 行 26年 

1 月
©19日平成26年新年懇親会 並 びに第852回 例 会 （石 
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草
田
男
に学

ぶ

1

、
は
じ
め
に

1

)
六
十
年
前
の
想
い
出

「ほ
か
な
り
が
な
か
ね
へ
る
ば
り、っ
じ
う
く
き
」

こ
れ
は、
正
岡
子
規
の
有
名
な
俳
句
「柿
食
へ
ば
鐘
が
鳴
る
な
り 

法
隆
寺
」
を、
パ
ラ
バ
ラ
に
し
た
も
の
で、
文
字
の
順
番
は
違
っ
て 

い
る
と
思
う
が、
作
者
と
俳
句
を当
て
る
昭
和
二
十
七、
八
年
頃
の

X
 

幵
尺
ラ
ジ
オ
の
ク
ィ
ズ
番
組
だ
っ
た
と
思
う
。
こ
れ
を
聞
い
て
い
た 

父
が、
し
ば
ら
く
考
え
て
「わ
か
っ
た、
正
岡
子
規
の
(柿
食
え
ば 

…

)」
と
言
っ
た
こ
と
を、
六
十
年
程経
っ
た
今
で
も覚
え
て
い
る
0 

私
が
、
「俳
句
」
と
「正
岡
子
規
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
た
の 

は、
こ
れ
が
最
初
で
あ
っ
た
。

(
2

)
芝
不
器
男
記
念
館 

十数
年
前、
松
野
町
に
あ
る
中
世
の
城
跡
「河
後
森
城
址
」
を
訪 

ね
て
行
つ
た
こ
と
が
あ
る
。
城
山
を、
下
り
た
と
こ
ろ
に
芝
不
器
男 

の
生
家
を
記
念
館
に
し
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
入
っ
た
。
二
十
六歳
の 

若
さ
で
亡
く
な
つ
た
と
い
う
こ
と、
南
予
のー
寒
村
か
ら
こ
れ
ほ
ど 

著
名
な
俳
人
が
出
て
い
た
の
か
と
驚
い
た
こ
と
が
印
象
に残
つ
て
い

宮本憲司

る
。中

村
草
田
男
は、
芝
不
器
男
の
俳
句
に
つ
い
て
「そ
の
作
品
は、 

こ
と
ご
と
く
明
る
さ
の
み
な
ぎ
り
渡
っ
た
平
和
な
雰囲
気
と
無
垢
な 

つ
つ
ま
し
い叙
情
味
と
に
ょ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
」
と
語
っ
て
い 

る
。

(
3

)
現
代
の
芭
蕉
中
村
草
田
男

戦

前
は
「旗
艦
」、
「天
の
川
」、
「雲
母
」
に属
し、戦
後
は、
無 

所属

で
評
論.随

筆
の
筆
を
ふ
る
っ
た
岩
田
潔
が
「現
代
の
芭
蕉
…
 

姓
は
中
村
名
は
草
田
男
」
と礼
讃
し
た
と
い
う
中
村
草
田
男
と
い 

う
人
と
は
ど
ん
な
人
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

本
人
は
「東
京
大学
を
裏
表や
り
ま
し
た
」と
言
っ
て、
三
十
ニ 

歳
で
卒
業
し
、
卒
業
論
文
は
「子
規
の
俳
句観
」。
昭
和
二
十
六
年 

五
十歳
の
時、
東
京
都
主
催
の
「子
規
五
十
回
忌
」
に
招
か
れ、
「子 

規
と
現
代
俳
句
」
に
つ
い
て
講
演、
同
年
松
山
市
主
催
の
子
規
五
十 

年
記
念
祭
の
講
演
も
ぁ
る
。
昭
和
四
十
七
年
十
一
月
紫
綬
褒
章、
昭 

和
四
十
九
年
四
月勲
三
等
瑞宝
章
を
受
章
し、没
後
昭
和
五
十
九
年 

六
月
日
本
芸
術
院
賞.恩
賜
賞
を
受
け
た
。
な
ど
の
記録
が
見
え
る
。



今
回
は、
正
岡
子
規
以
降
の
主
な
俳
人
-

結
社
.
俳
誌
の
動
向
と 

そ
の
中
で
草
田
男
が、
ど
ん
な働
き
をした
か
ま
たど
ん
な
人
柄
で 

あ
つ
た
かと
言
ぅ
こ
と
を中
心
に
ま
と
め
た
。

2
、
正
岡
子
規
以
降
の
主
な
俳
人.結
社
.
俳
誌
の
動
向

子
規
の
周
り
に
は、内
藤
鳴
雪、
河
東
碧
梧
桐、
高
浜虚
子、
石 

井
露
月、
藤
野
古
白、
五
百
木
瓢
亭、
河
東
可
全、
夏
目
漱
石
な
ど 

子
規
派
(
日
本
派、
根
岸
派、
ホ
ト
ト
ギ
ス
派
と
も
呼
ば
れ
る
)
と 

呼
ば
れ
る
俳
人
が
多
く
出
る
が
、
な
か
で
も、虚
子、
碧
梧
桐
は
、 

子
規
門
の双
璧
と
言
わ
れ
て
い
る
。
子
規没
後、虚

子
は雑

誌
「ホ 

ト
ト
ギ
ス
」
を、
碧
梧
桐
は
日
本
新
聞
「俳
句
欄
選
者
」
を
そ
れ
ぞ 

れ継

承
し
た
。

(1)虚
子
と
ホ
卜
卜
ギ
ス 

虚

子
が継

承
し
た
「ホ
ト
ト
ギ
ス
」
は
、
明
治
三
十
年
一
月
柳
原 

極
堂
が
ひ
ら
が
な
の
「ほ
と
と
ぎ
す
」
と
し
て
創
刊
し
、
二
十号
ま 

で
松
山
で
出
版
さ
れ
た
が、
地
方
の発
売
で
あ
っ
た
た
め
か、
販売
 

部数
は
あ
ま
り
伸
び
な
か
っ
た
。
翌、
明
治
三
十
一
年
十
月
ニ
卷ー
 

号
と
し
て
東
京
で発
行
さ
れ、
以
降
子
規
のリー
ド
の
も
と
、虚
子 

と
二
人
で
運営
、
明
治
三
十
四
年
十
月
カ
タ
カ
ナ
の
「ホ
ト
ト
ギ
ス
」 

に
改
名
し、
子
規没
後虚
子
が継
承
し
た
。虚
子
は、
碧
梧
桐
を
中 

心
と
す
る
新
傾
向
俳
句
に対
し、伝
統
俳
句
を
守
る
と
い
う
立
場
か 

ら、
大
正
ニ
年
「ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
お
い
て、
守旧
派
宣
言、
昭
和 

三
年
大
阪
每
日
新
聞
講
演会
で
、
初
め
て
「花
鳥
諷
詠
」
を
講
演
す

る
な
ど、
子
規
後継
者
と
し
て
俳
壇
を
リー
ド
し
て
い
っ
た
。

草
田
男
は
昭
和
四
十
六
年
二
月
「萬緑(
講
演
)」
の
中
で虚
子
の 

こ
と
を次
の
よ
、
っ
に述
べ
て
い
る
。

〔先
生
は
一
言
で
言
え
ば
「本
末
を乱
さ
な
か
っ
た
人
」
で
あ
る
。
先 

生
は
純粋
な
日
本
人
ら
し
い
性
情
を
充
分、
そ
し
て
片
寄
り
な
し
に 

持
っ
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
性
情
に
よ
っ
て、
子
規
か
ら
引
き継
い
だ
日 

本
固
有
の
文学

の
基
礎
と
い
ぅ
も
の
を、揺
ぎ
な
く
何
十
年
も、
ひ 

た
す
ら実
践
に
よ
っ
て
守
り
、
今
日
の
俳
壇
の
大
き
な
基
盤
(我々
 

が
安
心
し
て
そ
の
上
に
身
を
委
ね
ている
基
盤
)
と
い
ぅ
も
の
を
形 

成
さ
れ
た
。
：！

(
2
)
「ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
主
な
俳
人
の
動
向

① 

京
大
三
高
俳
句会
系
日
野
草
城

草
城
は、
昭
和
九
年
連
作
「ミ
ヤ
コ
.

ホ
テ
ル
」
を
「俳
句研
究
」 

に発
表、
論
議
を
呼
ぶ
。
昭
和
十
一
年
ホ
ト
ト
ギ
ス
同
人
を
除
名
さ 

れ
た
が、
こ
れ
は、
こ
の
「ミ
ヤ
コ
.

ホ
テ
ル
」
の発
表
が
原
因
と 

言
わ
れ
て
い
る
。
な
お、
昭
和
三
十
年
に
は
ホ
ト
ト
ギ
ス
同
人
に
復 

帰
し
て
い
る
。

こ
の
とき
一緒
に
除
名
さ
れ
た
の
は、
九
大
俳
句会
系
吉
岡禅
寺 

洞、
女
性
で
は
杉
田
久
女
が
い
る
。

昭
和
十
年
「旗
艦」
創
刊
主
宰、
昭
和
二
十
四
年
「青
玄」
創
刊 

主
宰
す
る
。

② 

東
大
俳
句会
系
水
原
秋桜
子
と
山
ロ
誓
子

虚

子
(

「ホ
ト
ト
ギ
ス
」
〕
と
「写
生観
」
の
考
え
方
の
違
い
か
ら、



秋
接
子
が
昭
和
六
年
ホ
ト
ト
ギ
ス
を
離脱
、
昭
和
九
年
ホ
ト
ト
ギ
ス 

の
傘
下
で
主
導
し
て
い
た
俳
誌
「馬酔
木
」
を
主
宰、
誓
子
も
昭
和 

十
年
ホ
ト
ト
ギ
ス
を
離
れ
馬酔
木
へ参
加
し
た
。
誓
子
は、
京
大
三 

高
俳
句会
出
身
で
あ
る
が、
三
高
か
ら
東
大
に
進学
、
東
大
俳
句会
 

で虚
子
の
指
導
を
受
け
た
。

③
中
村
草
田
男

同
じ
く
東
大
俳
句会
系
の
中
村
草
田
男
も
昭
和
十
六
年戦
時
下
の 

混乱
期
に
ホ
ト
ト
ギ
ス
を
離
れ
て
い
る
。
昭
和
二
十
一
年
「萬緑
」 

創
刊
主
宰
す
る
。

(
3)
河
東
碧
梧
桐

子
規
か
ら
日
本
新
聞
俳
句
欄
の
選
者
を継

承
し
た
碧
梧
桐
で
は 

あ
っ
た
が、
あ
く
ま
で
「子
規
選
」
で
あ
っ
て、
子
規没
後
投
句
者 

は
激
減
し
た
。
ま
た
、

9
¢

梧
桐
派
の
俳
句
は
「新傾
向
」
と
呼
ば
れ、 

虚

子
の伝

統
的
俳
句(守旧
派
)
と対
立
す
る
こ
と
とな
つ
た
。
碧 

梧
桐
は
明
治
三
十
九
年
か
ら
明
治
四
十
四
年
に
か
け、
二
次
に
及
ぶ 

全国
行
脚
を
行
い
地
方
俳
人
と
の
交
流
を
通
じ
て、
碧
梧
桐
派
の
勢 

力拡
大
に
つ
な
げ
た
。

明
治
四
十
四
年
門
下
の
荻
原
井
泉
水
が、
碧
梧
桐
を
中
心
と
し
た 

新
傾
向
俳
句
の
機関
誌
とし
て

「層
雲
」
を
創
刊
し
大
須
賀
乙
字
も 

參
加
し
た
。
乙
字
は、
碧
梧
桐
の
「無
中
心
論
」
に
反対
し
離脱
、 

碧
梧
桐
も
井
泉
水
の
「季
題
無
用
論
」
と対
立
し
離脱
し
た
。
な
お、 

「層
雲
」
に
は、
碧
梧
桐
の
離脱
と
前
後
し
て、
種
田
山
頭
火
、
尾
崎 

放
哉
が参
加、
活
躍
す
る
こ
と
に
な
る
。
次
い
で
、
碧
梧
桐
は
、
大

須
賀
こ
字、塩
谷鵜
平、
中
塚
一
碧楼

と
大
正
四
年
俳
誌
「海
紅
」 

を
立
ち
上
げ、
自
由
律
俳
句
へ
と
進
む
が、
こ
れ
も
大
正
十
二
年
離 

脱
、
そ
の
年、
個
人
誌
「碧
」
を
創
刊、
大
正
十
四
年
終
刊
後
「三 

味
」
を
創
刊
し
た
。

こ
の
よ、っ
に、
碧
梧
桐
は
、
定
型
か
ら
暗
示
法
.
無
中
心
論
の
新 

傾
向、
自
由
律、
ル
ビ
付
俳
句
へ
と、
俳
句
の
可
能
性
を
極
め
る
た 

め、
句
風
を
革
新
し
、
全
力
を
傾
け
て
邁
進
し
た
が、
昭
和
八
年満
 

六
十歳
を
機
に
俳
壇
を
引
退
し
た
。

(
4
)
「馬酔
木」

大
正
十
一
年
「破
魔
弓
」と
し
て
創
刊
。
復
興
し
た
東
大
俳
句会
 

の
機関
誌
的
役
割
を
果
た
し
た
。
昭
和
三
年
「馬酔
木
」
と
改
題
し
、 

秋桜

子
主
導
の
「ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
傘
下
誌
と
な
る
。

昭
和
六
年
秋桜

子
が虚

子
と
「写
生観
」
の
違
い
か
ら
「ホ
ト
ト 

ギ
ス
」
を
離脱
し、
馬酔
木
も
ホ
ト
ト
ギ
ス
か
ら独
立、
昭
和
十
年 

誓
子
、
橋
本
多
佳
子
も
ホ
ト
ト
ギ
ス
を
離脱
、
馬酔

木
に参
加
し
、 

馬酔
木
は
反
ホ
ト
ト
ギ
ス、
反伝
統
俳
句
の
新
興
俳
句
運
動
へ
進
む
。

新
興
俳
句
の
特徴
は、
一
句
で
は
表
現
で
き
な
い
主
題
を
五
句
十 

句
と
連
作
す
るこ
と
で内

容
の広
が
り
を
意図

し
た
表
現
形
式
(連 

作
)

)

の
多
用
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
、
秋桜
子
達
が
、
予 

期
し
な
か
っ
た、
季
語
の
な
い
無
季
定
型
派
が
生
ま
れ
秋桜
子、
誓 

子、
加
藤揪
邨、
石
田
波郷
ら
が強
く
反発
、
篠
原
鳳
作、
西
東
三 

鬼
ら
無
季
定
型
派
と対

立
が
出
て
く
る
。
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(
5
)
「天
狼
」

昭
和
二
十
一
年
フ
ラ
ン
ス
文学
者
で当
時
東
北
大学
法学
部教
授 

で
も
あ
っ
た、
桑
原
武
夫
が、
俳
句
は
芸
術
で
は
な
い
。強
い
て
芸 

術
と
い
う
な
ら
第
二
芸
術
で
あ
る
。
と
言
っ
た
こ
と
か
ら
、
反
論、 

反
響
が巻
き
起
こ
っ
た。
こ
れ
に
危
機
感
を
抱
い
た
俳
人
達
が、
山 

ロ
誓
子
を
中
心
と
し
て、
「根
源
俳
句
」
を
ス
ロー
ガ
ン
に
、
昭
和 

二
十
三
年
同
人
誌
と
し
て
創
刊(後
に
誓
子
主
宰
)
し
た
も
の
で
多 

く
の
俳
人
が参
加
し戦
後
の
一
大
結
社
と
な
っ
た
。

3
、
草
田
男
の働
き

(1)
人
間
探
求
派

草
田
男
は、
「馬酔
木
」
の
加
藤
揪
邨、
石
田
波郷
と
共
に
人
間
探 

求
派
と
呼
ば
れ
た
。
こ
れ
は、
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
草
田
男、
馬酔
木
の 

加
藤揪
邨、
石
田
波郷
、
石
楠
の
篠
原
梵、
司会
山
本
健
吉
で
開
か 

れ
た
昭
和
十
四
年
八
月号

「俳
句研
究
」
の
座
談会
が
き
っ
か
け
で 

こ
う
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
中
で
、
「人
生
な
い
し
人
間 

の
探
求
」
と
い
う
こ
と
で
は、
他
の
三
人
と
考
え
が
一
致
す
る
も
の 

の、
草
田
男
だ
け
は、
俳
句
を
文
芸
ま
で
高
め
る
と
い
う
考
え
方
で 

あ
り
、
春
夏
秋
冬
の
移
り変
わ
り
に
よ
っ
て
起
こ
る
自
然
界
の
現
象 

や
そ
れ
に
伴
う
人
事
界
の
現
象
を
諷
詠
す
る
と
い
う虚
子
の
提
唱
す 

る
純粋
な
花
鳥
諷
詠
と
違
っ
た
方
向
に
な
つ
て
い
る
。
草
田
男
が
、 

昭
和
十
六
年
に
ホ
ト
ト
ギ
ス
を
離
れ
た
理
由
の
一
つ
と
も
言
え
る
。

(
2
)
ミ
ヤ
コ
-
ホ
テ
ル
論争

日
野
草
城
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
昭
和
九
年
四
月
「俳
句研
究
」 

に発

表
し
た
連
作「
ミ
ヤ
コ.
ホ
テ
ル
」
を
巡
つ
て、発
表当
時
か 

ら賛

否両
論
が
あ
り
、
草
城
擁
護
派
は
、
室
生
犀
星
、
西
東
三
鬼
、 

秋
元
不
死
男
、
批
判
派
は、
秋桜
子、
久
保
田
万
太
郎
、
草
田
男
ら 

が
い
た
。
中
で
も
草
田
男
は、
昭
和
十
一
年
七
月
「新
潮
」
に
「尻 

尾
を
振
る
武
士
」
を発
表
し、
女
性
蔑
視
の
句
作
態
度
を
取
る
草
城 

を厳
し
く
非
難
し
二
人
の
間
で
激
し
い応
酬
が
あ
つ
た
。

ミ
ヤ
コ
.
ホ
テ
ル
日
野
草
城

(
昭
和
九
年
四
月
「俳
句研
究
」発
表
)

け
ふ
ょ
り
の
妻
と来
て
泊
つ
る
宵
の
春 

夜
半
の
春
な
ほ処
女
な
る
妻
と
居
り
ぬ 

枕辺
の
春
の灯
は
妻
が
消
し
ぬ 

お
み
な
と
は
か
か
る
も
の
か
も
春
の
闇 

薔
薇
に
ほ
ふ
は
じ
め
て
の
夜
の
し
ら
み
つ
つ 

妻
の
額
に
春
の
曙
は
や
か
り
き 

麗
ら
か
な
朝
の焼
麵
麴
は
づ
か
し
く 

湯
あ
が
り
の
素
顔
し
た
し
く
春
の昼
 

永
き
日
や
相触
れ
し
手
は
ふ
れ
し
ま
ま 

失
ひ
し
も
の
を
憶
へ
り
花
曇



草
田
男
と
草
城
の
主
な
論争(抜
粋
)

草
田
男
「尻
尾
を
振
る
武
士
」(昭
和
十I

年
七
月
「新
潮
」
)

「あ
る
も
の
は、
草
城
と
い
う
人
か
ら発
す
る
堪
え
得
ざ
る
ほ
ど
の悪
臭
ば
か
り
で
あ
る
。」

「暗
い
街
角
で売
る、
張
本
の
中
以
外
に、
い
っ
た
い
何処
で
こ
ん
な
言
葉
と
リ
ズ
ム
が
思
い
出
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
」

草
城
「01れ
る
ド
ン.
キ
ホ
一
テ
」
(昭
和
十I

年
八
月
「新
潮
」
)

,
「も
と
も
とあ
れ
は
」
大
し
た
作
品
で
は
な
い。発
表
後
ニ
年
以
上
の
今
日
あ
ち
こ
ち
で問
題
にさ
れ
る
の
は
少
し
羞
し
く
思
う
」

「春
の
闇
を悪
臭
の
結
晶
と
い
う
が、
先
入
主
と
な
つ
た
君
の
反
感
が、
本来
こ
の
句
に
な
い悪
臭
を
君
に
嗅覚
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
」

草
田
男
「長
生
ア
ミー

バ」(昭
和
十
一
年
十I 
,
十
二
月
「俳
句研
究
」
)

「人
性
及
び
人
生
に対
す
る
尊
敬
と
愛
情
の
喪
失、
た
か
を
く
く
っ
た
思
い
あ
が
り、
羞
恥
を
知
ら
ぬ
汚
穢
な
る
指
先
で

(
中
略
)
か
か 

る
作
者
自
身
か
ら
甚
だ
し
い悪
臭
が
立
ち
の
ぼ
つ
て
き
た
の
だ
」

草
城
「春
遠
か
ら
じ
」(昭
和
十I

年
十
二
月
「俳
句研
究
」
)

「結
婚
と
か
初
夜
と
か、
そ
う
し
た
も
の
を
余
り
神
聖
視
し
た
り、
一
途
に厳
粛
な
も
の
と
思
い込
ん
で
し
ま
う
こ
と
は
認
識
の
薄
弱
を 

示
す
こ
と
に
な
る惧
が
あ
る
か
ら、
こ
の
後
と
も気
を
つ
け
.る
が
い
い
と
思
う
」

香
西
照
雄
著
「中
村
草
田
男
」
に
ょ
る
と
論
点
は、

草
田
男
は、
女
性
を
好
色
の対
象
と
考
え
ず、
自
分
と対
等
の
魂 

な
い
し
人
格
と
考
え
てい
る
。
草
城
は
女
性
を
好
色
や
、
享楽
の対
 

象
と
し対
等
の
人
格
と
は
見
な
い
封
建
遺
制
的
な
考
え
を
持
つ
。
草 

城
の
先
輩
意
識
を
笠
に
着
た
威嚇
と、
草
田
男
の真
摯
な
興
奮
と
誇 

り
に対
す
る
草
城
の
冷静
を装
っ
た
揶
揄
と
が
目
立
つ
。

と
言
つ
て
い
る
。

こ
の
論争
は
す
れ
違
い
に
終
わ
っ
て
い
る
が、
な
ぜ、
草
田
男 

が、
草
城
の
言
う
ょ
う
に発
表
か
ら
ニ
年
も経
っ
て
論戦
を
挑
ん 

だ
か
と
い
う
疑
問
は
あ
る
が、
東
大
を
卒
業
し
て
間
も
な
い当
時 

三
十
六歳
の
草
田
男
の
名
を
世
間
に
知
ら
し
め
る
に
は
充
分
で
あ 

っ
た
と思
わ
れ
る
。



(
3
)戦
争

と弾
圧
(
昭
和
俳
句
事
件)

① 

特
高
警
察
に
ょ
る
俳
人
の検
挙

昭
和
十
五
年、
反戦

色
の強

い
結
社
「京
大
俳
句
」
十
五
名、
翌 

十
六
年
に
は
「広
場
」
「土
上
」
「俳
句
生
活
」
「日
本
俳
句
」
の
十
三 

名
が
一斉
に検
挙
さ
れ
た
。
ま
た
”
こ
れ
ら
の
結
社
は
新
興
俳
句
運 

動
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら、
昭
和
六
年
秋桜
子
の
ホ
ト
ト
ギ
ス 

離脱
に
端
を発
し
た
新
興
俳
句
運
動
は
一応
終
焉
を
迎
ぇ
た
。

② 

小
野
蕪
子
の
狙
い
と
草
田
男
の
反
骨

昭
和
十
五
年
十
二
月
「日
本
俳
句
作
家
協会
」
が発
足、虚
子
が 

会
長
に
就
く
も、実
権
は
常
任
理
事
で
副会
長
の
小
野
蕪
子
が
握
っ 

た
。草

田
男
も、
昭
和
十
六
年
春、伝
統
無
視
の
作
句
態
度
が当
局
に 

目
を
つ
け
ら
れ
、虚
子
か
ら
自
重
を
求
め
ら
れ
一
時
自
重
し
た
が
、 

畏
友
の
川
端
茅舎

の
病
死
を
境
に
「自
分
は
ィ
デ
ォ
ロ
ギー
的
な
も 

の
を
作
つ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
か
ら
」
と
「青
露変
」
と
い 

ぅ
群
作
を
「俳
句研
究
」
に発
表
し
た
。
蕪
子
は
こ
の
中
の
「汝
等 

老
い
た
り
虹
に
頭
上
げ
ぬ
山
羊
な
る
か
」
の
ょ
ぅ
な
作
品
を、
俳
句 

作
家
協会

の
長
老
達
へ
の
反
抗、
嘲
笑
と
解
し
、
ま
た
そ
の
他
の
言 

い
が
か
り
を
つ
け
て会
長虚
子
に
草
田
男
の処
分
を
迫
っ
た
が虚
子 

は、
こ
れ
を
「ぬ
ら
り
く
ら
り
」
と
か
わ
し
草
田
男
を
擁
護
し
た
。

蕪
子
は、
俳
句弾
圧
事
件
に
暗
躍
し
た
と
さ
れ、
愛
弟
子
で
あ
る 

草
田
男
を
攻撃
す
る
こ
と
で
、
俳
壇
の
大
御
所虚
子
の権
威
失
墜
を 

ね
ら
つ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

③
草
田
男
の
ホ
ト
ト
ギ
ス、虚
子
か
ら
の巣
立
ち

草
田
男
に対
す
る
監
督
不
行届
を
理
由
に虚
子
が
責
め
ら
れ
る
こ 

と
を
お
そ
れ
た
草
田
男
は、
昭
和
十
六
年虚
子
へ
同
人辞
退届
を
出 

し
た
が、
こ
の届
け
は虚
子
預
か
り
となり
受
理
さ
れ
た
形
跡
は
な 

く
、
そ
の
後
も
ホ
ト
ト
ギ
ス
へ
の
投
句
は続
け
て
い
た
が、
長
老
達 

か
ら
の
草
田
男
い
び
り
は
止
む
こ
と
は
な
く、
結
局
「ホ
ト
ト
ギ
ス
」 

内

で
孤
立
感
を
深
め
た
草
田
男
は
十
八
年
末
よ
り
「ホ
ト
ト
ギ
ス
」 

へ
の
投
句
を断
念
し
た
。

「ホ
ト
ト
ギ
ス、虚
子
か
ら巣
立
ち
」
は、虚
子
へ
の
影
響
を
怖
れ
た 

こ
と
に
よる
が、
前
に
も
述
べ
たよ
、っ
に、
人
間
探
求
派
と
し
て
の 

句
作
り
が
、虚
子
の
提
唱
す
る
純粋
な
花
鳥
諷
詠
と
違
っ
た
方
向
に 

な
っ
て
い
る
こ
と
も巣

立
ち
の
一
つ
の
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。虚
子 

は、
こ
れ
ま
で
頑
な
に
花
鳥
諷
詠
を
唱
え
て
き
た
が、
草
田
男
に対
 

し
て
は
、
「生
活
や
心
の
苦悩
を
俳
句
に
す
るこ
と
も
俳
句
の
近
代
化 

で
あ
ろ
ぅ
」
と
、
草
田
男
の
句
作
り
に賛

意
を
示
し
敬
意
と
エー

ル 

を
送
っ
て
い
るこ
と
を考
え
る
と、
草
田
男
は、虚
子
の
秘蔵
っ
子 

で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
す
る
。

4

、
句
碑

(
1

)
句
碑
は
二
十
四
基

(
平
成
二
十
三
年
一
月
現
在
「萬緑
」発
行
所
調
べ
) 

草
田
男
は
生
前
は
句
碑
は
建
て
な
い
と
言
っ
て
い
た
が、
草
田
男 

の
句
碑
第
一号
は、
本
人
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で楽
天
グ
ルー
プ
の 一 10



手
で
松
山
北
高
校
中
島
分
校
に
設
置
さ
れ
た
。
以
降
平
成
二
十
三
年 

一
月
現
在
二
十
四
基
の
句
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち、
生
前 

設
置
さ
れ
た
も
の
は
四
基
に
過
ぎ
な
い
。
(椿
神
社
玉
垣
の
十
二
基
を 

除
く
)

五
基
目
に
建
て
ら
れ
た
松
山
市
東
雲
公
園
の
句
碑
は、当
初

は
昭
和
五
十
八
年
八
月
六
日
に
除
幕
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が、
前
日、 

草
田
男
が
逝
去
し
た
の
で
一
年
後
の
昭
和
五
十
九
年
八
月
二
十
六
日 

に
行
わ
れ
た
。

句
碑抜
粋
(
生
前
に
建
て
ら
れ
た
も
の
お
よ
び
松
山
市
周辺
に
建
て
ら
れ
た
も
の
を
中
心
に

)

空
は
太
初
の

1
上
り
林
檎
受

春
の
月
城
の
北
に
は
北
斗
星

勇
%

1
の
塩
な
れ
や
梅
真
白

田
を
植

る

き
立

笛
に
け
り

貝
寄
風
に
乗
り

帰
郷
の
船
迅

夕
櫻

の
石
崖
裾
濃
な
る

茶
の
花
は
雄

奢
日
は
沈
も

萬
縁
の
中
ゃ

歯
丰
初
心
る

降
る

明
治
は
遠

す
に
け
り

度

ロひ

度
訪
ふ
波
ゃ

1
り

武
蔵
野

晷
寺

成
蹊
学
齒

松
山
市
平
和
通

松
山
市
持
田
町

松
山
東
高
の

庭

愛
媛
県
松
前
町

ひ
上

ん
池
公
園

愛
媛
県
松
前
町

松
山
市

雲
町

裹
公
II

伊

1

！
森
林
公
園

調

市
深
大

1
内

港
区
南

I
校

松
山
市
中
島
町
松
山
北
高
中
島
分
校

元
勤
務
先

も 建 松  
の て 山  

ら市 
れ 扃
た 辺  

に

も 建 生  
の て 前  

らに 
れ 
た

(
2)
ほ
づ
み
橋

宇
和
島
市
の1
尺駅

近
く
に
「ほ
づ
み
橋
」
と
い
う
小
さ
な
橋
が 

あ
る
。
明
治
の
憲
法学
者
で
、
我
が国
最
初
の
法学
博
士
と
な
っ
た 

穂
積
陳
重
を顕
彰
す
る
も
の
で、
弟
子
が
、
先
生
銅
像
を
建
て
た
い

の
で
す
が
と
言
ぅ
と、穂
積
は、
「銅
像
に
な
つ
て
仰
が
る
る
よ
り
萬 

人
の
渡
ら
る
る
橋
に
な
り
た
し
」
と
言
つ
た
と
い
ぅ
謂
わ
れ
の
あ
る 

橋
で
あ
る
。

草
田
男
が
生
前
は
句
碑
を
建
て
な
い
と
言
つ
て
い
た
こ
と
と
通
じ — 11一



る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

5
、
草
田
男
の
人
柄
と
人
間
像

草
田
男
の
分
骨
を
お
墓
に
納
め
る
た
め
に、
家
族
が
松
山
に帰
っ 

て
き
た
後、
長
女
三
千
子
氏
が
草
田
男
の
友
人
ニ
神伝
三
郎
氏
に
出 

し
た
手
紙
に
「生
前
の
父
の
一歩
は
ず
れ
た
ょ
う
な
テ
ン
ポ
は
松
山 

の
も
の
だ
つ
た
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
れ、
若
き
こ
ろ
の
み
な 

さ
ま
と
のご
厚
情
な
ど
に
思
い
を.は
せ
ま
し
た
」と
言
わ
せ
、

一.
方 

で
は、学
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
三
十
代
半
ば
で
草
城
に
論戦
を 

挑
み
、戦
時
中
は、当
局
に
に
ら
ま
れ
な
が
ら
も
自
分
の
思
う
と
こ 

ろ
を
突
き
進
む
情
熱、
昭
和
三
十
六
年
俳
人
協会
が
設
立
さ
れ
る
と 

初
代会
長
に
選
任
さ
れる
と
い
、っ
リー
ダー
シ
ッ
プ、
草
田
男
と
は 

ど
う
い
う
人
柄
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
本
人
や
知
人、
作
家
の
文
章
か 

ら
訪
ね
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

(
1)友伊丹万作

草
田
男
本
人
は、
伊
丹
万
作
に
つ
い
て
ど
の
ょ
う
に
思
っ
て
い
た 

か、
草
田
男
は、
万
作
のこ
と
を随
筆
な
ど
で
「恩
友」
と
か
「愛 

庇
」
と
表
現
し
て
い
る
。

先
日
、
天
山
の
伊
丹
十
三
記
念
館
に
行
っ
た
。
万
作
の
特
別
展
が 

開
か
れ
て
お
り
、
そ
の中
で
草
田
男
が
万
作
が
亡
く
な
っ
た
直
後
に、 

奥

さ
ん
「池内
君
子
」
宛
に出
し
た手
紙
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。 

「豊
さ
ん
(伊
丹
万
作
の
こ
と
)
の
今
度
の
事、
未
だ
私
に
は、
ど 

う
し
て
も
ほ
ん
と
う
と
は
思
へ
ま
せ
ん
。

|

と
言
う
書
き
出
し
で
始
ま

る
便
匏
十
二
枚
に
綴
ら
れ
た
手
紙
は、
訂
正
も
多
く、
話
も
あ
っ
ち 

飛
び
こ
っ
ち
飛
び
で
、
四
十
代
半
ば
の
分
別
盛
り
の
草
田
男
が、
万 

作
を
喪
い
ど
こ
に
も
持
っ
て
行
き
よ
う
の
な
い
悲
し
み、
無
力
感
に 

襲
わ
れ
て
い
る
心
の内
が
よ
く
表
れ
て
い
る
と
と
も
に、
草
田
男
に 

と
っ
て
ど
う
い
う恩
友
で
あ
っ
た
と
か、
ど
ん
な
愛
庇
で
あ
っ
た
か 

奥
さ
ん
に
万
作
と
の
交
友
を
切々

と
訴
え
て
お
り
、
万
作
と
草
田
男 

の
友
愛関
係
が
よ
く
分
か
る内
容
で
あ
っ
た
。

(
2
) 

唯|

回
の
酒
の
ブ
ラ
ン
ク

(
本
人随
筆
昭
和
四
十
一
年
十
一
月
「中
央
公
論」抜
粋
) 

(前
夜
の
泥酔
を
妻
に厳
し
く
問
わ
れ
て
)

「今
日
か
ら
は
っ
き
り
と
永
久
に
句
作
を
や
め
ろ
」
と
言
わ
れ、
「約 

束
で
き
な
け
れ
ば
子
供
を
連
れ
て
出
て
行
く
」
と
言
っ
て
本当
に
出 

て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
次
女
が
途
中
で
引
っ
返
し
て
き
て
、
「二
言 

や
め
る
と
言
え
」
と
言
っ
た
が
、
草
田
男
は、
そ
の
場
し
の
ぎ
の嘘
 

は
言
え
な
か
っ
た
。
結
婚
し
て
た
だ
の
一
度
も嘘
を
言
っ
た
こ
と
が 

な
か
っ
た
と
言
つ
て
い
る
。
ま
た、
夜
に
な
っ
て
も、
出
て
行
っ
た 

妻
や
子
に
ど
の
よ
う
に
仕
送
り
を
し
よ
う
か
と
考
え続
け
て
い
た
と 

一
百
つ
て
い
る
。

(
3
) 

大
江
健
三
郎
の
エ
ッ
セ
ィ

(
本郷

和
子
1

伊
予
と
俳
人
た
ち
「夕桜
.

草
田
男
」1抜
粋
) 

「は
じ
め
て
見
た
詩
人
」
と
言
う
文
章
が
載
っ
て
い
る
。

草
田
男
は
万
作
の
遺児
達
を
い
つ
も
心
に
か
け
て
お
り
、
大
江
氏 

の
友
人
で
あ
っ
た
伊
丹
十
三
監
督(本
名
「岳
彦
」
万
作
の
長
男
)

— 12 —
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が
高
校
時
代
住
ん
で
い
た
松
山
市内
の
お
寺
で、
初
め
て
草
田
男
を 

見
た
と
き
の
印
象
を
大
江
は、
「立
派
な
風
貌
の
紳
士
」
「威厳
と
優 

し
さ
が
自
然
に
に
じ
み
出
る
ふ
う
な人物
」
と
書
い
て
あ
る
。
ま
た、 

〔あ
の5
の
詩
人
の穏
や
か
で真
情
あ
ふ
れ
る様
子
は、
な
ん
と
見 

事
な
成
熟
ぶ
り
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
〕
大
江
健
三
郎
氏
は、
そ
の 

エ
ッ
セ
ィ
の
中
で
草
田
男
の
そ
の
時
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
。

(
4

)
旅
先
で
の
草
田
男
さ
ん
福
田清
人

(
俳
句
十
月
臨
時増
刊
草
田
男読
本丨
抜
粋) 

福
田清
人
は
句
作
も
す
る
が、
日
大、実
践
女
子
大、
立教
大教
 

授
を歴
任
し
、
日
本児
童
文
芸
家
協会
会
長
を
務
め
た
人
で
草
田
男 

と
は
「文
芸広
場
」
と
い
う
職
場雑
誌
の
選
者
と
し
て
の
集
ま
り
で 

親
し
く
な
り
、
年
に
一
回
は
講
演
を
兼
ね
た
地
方
の
催
し
に
出
か
け 

た
。
そ
の
と
き
の
あ
る
意
味
で
草
田
男
ら
し
い
エ
ピ
ソ
^

~

ド
を
三
点 

①
草
田
男
さ
ん
が
、
あ
る
旅
先
で
「幻
住
庵
の
址
に
、
も
う
一
度 

行
っ
て
く
る
か
ら、
自
分
は
最
後
に
回
し
て
ほ
し
い
。」
と
い、っ
希
望 

で
講
演
を
始
め
た
が、
予
定
の
時
間
に
な
っ
て
も帰
っ
て
こ
な
い
の 

で、
草
田
男
さ
ん
の
前、
木俣
さ
ん
の
講
演
を
引
き
延
ば
し
木俣
さ 

ん
は
汗
を
拭
き
拭
き、
持
ち
時
間
の
二
倍
位
や
っ
て
い
る
所
へ、
ょ 

う
や
く
草
田
男
さ
ん
が
姿
を
見
せ
た
。
「い
や、
ど
う
も、
ど
う
もー
 

夕
ク
シー
が
拾
え
る
と
思
つ
て
い
た
も
の
で
……
」
二
十
年
前
の
幻 

住
庵
址
近
傍
は
タ
ク
シー
な
ど
通
る
場
所
で
は
な
か
つ
た
。
と
福
田 

清
人
は
言
っ
て
い
る
。
〔幻
住
庵
は、
芭
蕉
が奥
の
細
道
か
ら帰
っ
た 

翌
年、
約
四
ヶ
月
住
ん
だ
庵
跡
〕。

② 

山
ロ
か
ら
萩
へ
マ
ィ
ク
ロ
バ
ス
で
行
っ
た
時
で
あ
っ
た
。
草
田
男 

さ
ん
は、
「こ
こ
で
私
を
降
ろ
し
て
く
れ
。」
と
云
つ
て、
ひ
と
り
降 

り
て
し
ま
っ
た
。
町
ま
で
は
か
な
りあ
り
そ
、
っ
な場
所
で
あ
っ
た
。 

「中
村
先
生
は
、
ひ
と
り
で
宿
の
場
所
に来
ら
れ
る
か、
大
丈
夫
で 

し
ょ
う
か
？」
と
不
安
が
っ
て
い
た
人
も
あ
っ
た
。
(超脱

的
で
そ 

、っ
い
う
不
安
を
ひ
く
ょ
う
な
面
も
草
田
男
さ
ん
に
は
な
く
は
な
か
っ 

た
。
)

③ 

草
田
男
さ
ん
の
講
演
は、
い
つ
も真
打
ち
に
な
っ
て
い
た
。
山
形 

で
の
講
演
で、
最
後
の
草
田
男
さ
ん
の
番
に
な
る
と
私
か
ら、
時
計 

を
借
り
、
そ
れ
を
卓
上
に
お
い
て、
語
り
だ
し
た
。
時々

時
計
を
見 

な
が
ら
も、
は
る
か
に
時
間
を
越
え、
司会
者
は、
つ
い
恐
縮
し
な 

が
ら
何
か
記
し
た
紙
片
を、
壇
上
の
卓
に
お
い
た
。
草
田
男
さ
ん
は、 

「お
や、
私
は
時
計
を
逆
に
見
て
い
ま
し
た
。」
と
拍
手
の
う
ち
に
壇 

を
降
り
た
の
で
あ
っ
た
。

6

'
お
わ
り
に

西暦
ニ
〇
〇ー
ゾ
九、
俳
人
協会

が
出
版
し
た
「俳
人
協会
の歩
 

み
」
と
い
う
本
が
あ
る
。
そ
の
中
の
「想
い
出
の
人
」
と
い
う
蘭
に
草 

田
男
に
つ
い
て
追
悼.
想
い
出
の
言
葉
が
綴
ら
れ
て
い
る
。(抜粋
) 

①
高
木
晴
子(
高
浜虚
子
五
女)

草
田
男
さ
ん
は、
い
つ
頃
か
ら
か
お
正
月
二
日
に
高
浜
へ
年
賀
に 

来
ら
れ
る様
に
な
っ
た
。
父
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
も、
き
ま
っ
て
ニ 

日
に
は
母
を
訪
ね
て
く
だ
さ
っ
た
。
忙
し
く
て
夜
に
な
ら
れ
る
事
も



あ
っ
た
よ
うだ
っ
た
。
(
中
略
)

新
年
の
母
の
茶
の
聞
は
草
田
男
さ
ん
の
も
の
柔
ら
か
な
松
山
の
ア 

ク
セ
ン
ト
の
お
話
で
一
刻楽
し
か
つ
た
。
「奥
さ
ん
だ
け
に
な
ら
れ
て 

も
、
僕
は
お
正
月
の
二
日
に
は
き
ま
っ
て
お
訪
ね
す
る
の
だ
。」
と 

ち
よ
っ
と
得
意気
に、
又
優
し
く
話
し
か
け
て
い
ら
れ
た
。
母
も
嬉 

し
そ、っ
に
お
相
手
を
し
て
い
た
。

I②
平
畑静
塔

一
昨
年
秋、
彼
の
傘寿

祝
い
に
乾
杯
の
音
頭
を
と
り
、
「…
俳
壇 

い
な
日
本
の
た
め
に
よ
り
長寿
を
希
う
」
と
告
げ
た
の
に、
遂
に
地 

に
落
ち
た
る
か
と、転
変
異変
の
よ、っ
に
私
を
襲
う
訃
報
で
は
あ
っ 

た
。心残

り
で
は
あ
る
が、
私
に
と
っ
て
の
草
田
男
は、
昭
和
の
初
め、 

ホ
ト
ト
ギ
ス
騷
動
の
頃、
わ
ざ
わ
ざ
西
下
し
て、
病
床
の
中
村
三
山 

を囲

ん
で
、
我々

京
大
俳
句
の
仲
間
と
一
刻
の
面
談
を
交
わ
し
た
、 

初対
面
の
誠実
、
熱
意
の
か
た
ま
り
の
よ
う
な
草
田
男
は、
そ
の
ま 

ま
今
日
ま
で
つ
づ
き
、
こ
れ
か
ら
も
つ
づ
く
。

あ
れ
は、
親虚
子
の
直
心
派
の青
年
が、
反虚
子
の
情
熱青
年
に 

心
中
を
吐
露
し
て
見
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
私
は 

こ
の
時
の
彼
の
善
意
と
誠
意
を
信
じ
た
な
れ
ば
こ
そ、
そ
の
後
五
十 

年
間
、
草
田
男
の
言
う
事
な
ら
ば、
必
ず
や
そ
の
芯
に
彼
の
誠
意
と 

熱
意
が
こ
も
っ
て
い
る
と
信
じ
て
行
動
を
と
も
に
し
て来
た訳
で
あ 

る。
最
早
そ
の
人
は
こ
の
現
世
に
は
居
な
い
が、
私
は
見
え
ざ
る
草 

田
男
の
存
在
を
納
得
し
て
ゆ
け
る
の
で
あ
る
。
見
守
り
た
ま
え
と
ね

が
う
。

③
ま
と
め

長
女
三
千
子
氏
が
ニ
神伝

三
郎
氏
に
出
し
た、
「一歩
外
れ
た
ょ
う 

な
テ
ン
ポ
」
高
木
晴
子
の
「も
の
柔
ら
か
な
松
山
の
ア
ク
セ
ン
ト
の 

お
話
…

母
も
嬉
し
そ
う
に
お
相
手
を
し
て
い
た
。」
平
畑静

塔
の
「初 

対
面
の
誠実
、
熱
意
の
か
た
ま
り
の
ょ
う
な
草
田
男
、
私
は
こ
の
時 

の
彼
の
善
意
と
誠
意
を
信
じ
た
な
れ
ば
こ
そ
、
そ
の
後
五
十
年
間
、 

草
田
男
の?
っ
事
な
ら
ば、
必
ず
や
そ
の
芯
に
彼
の
誠
意
と
熱
意
が 

こ
も
つ
て
い
ると
信
じ
て
行
動
を
と
も
に
し
て来
た
」」と
言
う
言
葉

は
そ
れ
ぞ
れ
か真
実

を
言
い
表
し
て
お
り
そ
の
^-
-
タ
ル
が
草
田

男
で
あ
る
と
思
え
る
。

(参
考
資
料
)

丨

俳
句
十
月
臨
時増
刊
中
村
草
田
男読

本
(
昭
和
五
十
五
年
十
月) 

，
中
村
草
田
男郷

土
俳
人
シ
リー
ズ
0

愛
媛
新
聞
社 

，
平
畑静

塔
俳
論
集
「京
大
俳
句
」
と
「天
狼
」
の
時
代
沖
積舎
 

,

現
代
俳
句
大辞

典(
株
)

三
省
堂
(
西暦
ニ〇〇
五
\

十
一
)

,
中
村
草
田
男
香
西
照
雄

 

，伊
予
と
俳
人
達
本郷
和
子 

,

俳
人
協会
の歩
み
俳
人
協会
，
漂
白
と
思郷
と
山
本
健
吉 

,図
説
俳
句
あ
ら
き
み
ほ

 

，芝
不
器
男
堀内
統
義 

,

萬緑
(
西暦

ニ
〇
一
一
年
八
月号)
.

八
六\

六

「俳句
四
季」 

(

平
成
ニ
五
年
二
月
例会

講
演
を
再
編会

員
)
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森 連 甫  
明 治 35年 10月 

65才

I

、
連
甫
の
略歴

と
『眞
砂
の
志
良
邊
』

森
連
甫
〈天保

9

年
4

月
5

日
〜
明
治42
年
8

月
18
日
(ー

八 

三
八
〜
一
九
〇
九)
〉
は、
俳
人
-

米
穀
商
。
和気
郡
三穂
町
四
五 

番戸

(現
松山
市
三
津 
一
丁
目
三—
ニー
)

に
住
ん
だ
。
本
名
榮
次 

郎
、
諱
重
連、
別号
嘯
月
齋
。

連
甫
は、
明
治13
年
1

月
誹
諧
結
社
「明
榮
社
」
を
興
し
全国
で 

も
三
番
目
に
古
い
月
刊
俳
誌
『眞
砂
の
志
良
邊
』
を
創
刊
し
た
四
時 

園
大
原
其
戎
宗
匠(注
)

の
高
弟、
「明
榮
社
」
の
幹
事
と
し
て、
こ

森 

愼吾

の
俳
誌
の発
刊
を
支
援、
補
佐
し
、
其
戎没
後
は
そ
の継
嗣
、
其
然 

を
助
け、
自
ら
も
句
の
選
に当
つ
た
。

(
注
)

文
化
9

年一̂
月̂

日
〜
明
治
四
年
ョ
月
汾
日
ニ
八ー

ニ
〜 

一
八
八
九)、
和気
郡
三
津
濱
町
大
字
榮
町(現松山市
三津 

一
丁
目)
に
居
住
。
其
戎
は、専
心、
芭
蕉
誹
諧
の
心
を
求
め 

て
句
作
に
つ
と
め
た
。

子
規
は
明
治25
年
6

月
27
日
付
の
碧
梧
桐‘虚
子
宛
書
簡
で、
連 

甫
の
句
を
七
句
あ
げ
て
之
を称
揚
し、
「—
此
句
を
見
て
小
生
又
一
奮 

発
の
勇気
を
起
し
申
候
大
兄
等
以
て
如
何
と
な
す
—
」
と
書
き
送
っ 

て
お
り、
こ
れ
に対
し、
二
人
が、と
も
に
良
し
と
し
た
連
甫
の
句 

は
「ニ
ッ
三
ッ
重
な
り
あ
ふ
て
雪
の
嶋
」
で
あ
っ
た
。

平
成
21
年発

見
さ
れ
た
子
規
自
筆
選
句
稿
「な
じ
み
集
」
の
冒
頭、 

子
規
が
終
生
師
と
仰
い
だ
其
戎
の
項
に
19
句
が
、
次
い
で
連
甫
の
項 

に
25
句
が収
録
さ
れ
て
い
る
。

〜
詳
細
は
平
成19
年
10
月
例会
(
F
子
規会
誌
』
118.
119号
)
ぉ
ょ 

び
20
年
2

月
例会
(

『子
規会
誌
』122号
)

で発

表
の
「大
原 

其
戎
宗
匠
と
森
連
甫(一

)

(
ニ
)
(

三
)」
ご参
照。

れんぽ
 

まさご

 

しらべ

森
連
甫
の
句
〜
『眞
砂
の
志
良
邊』
よ
り
〜
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ニ、
連
甫
の
句
〜
『眞
砂
の
志
良
邊
』
よ
り

1

現
存
す
る
俳
誌
『眞
砂
の
志
良
邊
』
は、(別
表
)
の内
ゴ
チ
ッ 

ク体
の
第邡
号
か
ら
⑷号
ま
で
の
位
冊
へ
欠
番
あ
りー
で
あ
り
'」 

の内
本県
に
あ
る
の
は
第36号
ょ
り
第122号
ま
で
の54
冊
。
本県
 

に
な
い
第98号
及
び
第123号
ょ
り
第143号
ま
で
の13
冊
は、
法
政 

大学

「正
岡
子
規
文
庫蔵
書
」
に収
蔵(第
91号
ょ
り
第97号
及
び 

第
99号
か
ら
第122号
ま
で
は、
本県

と
法
政
大学
双

方
に
あ
る
0 

こ
の、
本県
に
な
い、
法
政
大学

「正
岡
子
規
文
庫蔵
書
」
分 

は、
松
山
子
規会
副会
長
和
田
克
司
氏
が、
以
前
同
大学
に
赴
き、 

撮
影
さ
れ
た
貴
重
な
映
像
を、
ご
提
供
い
た
だ
い
た
上、
活
字
化 

下
さ
る
な
ど、
懇
切
な
ご教
示
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
を、
厚
く
御 

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の、
本県

に
あ
る
『眞
砂
の
志
良
邊
』
は、
昭
和
47
年
11
月 

11
日、
愛
媛県
立図
書
館
が、
連
甫
の
孫
で
あ
る
森勲
(筆
者
の 

伯
父
、
松
山
市
三
津 一
丁
目)
所蔵

の
も
の(
欠
本
あ
り
)
を
複 

写
し
、
昭
和48
年
3

月
12
日
同図
書
館
が
そ
の
複写
本
を
編
入
し 

た
。
そ
の
後
昭
和57年
5

月
27
日、
松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館 

が
同図
書
を、収
蔵
し
た
。

2

連
甫
の
句
集
編
集
に
つ
い
て、
以
前
和
田
副会
長
か
ら
お奨
め 

を
頂
ぃ
た
こ
と
も
ぁ
り
、
平
成

22
年
1

月
26
日
か
ら
同
年3
月
9
 

日
の
間、県
立図
書
館
に
通
い、
前
述
の
『眞
砂
の
志
良
邊
』
よ 

り
連
甫
の
句
を筆写
し
た
。

現
在
使
用
さ
れ
な
い
難
解
な
漢
字
や
用
語、
ま
た
印
刷
の
掠
れ 

等
で
判読
不
明
の
字
句
が
多々

あ
る
が、
今
後
の研
究
課
題
と
し 

た
い
。

3

俳
句
を
物
し
な
い
身
な
が
ら、
例
え
ば
次
の
句
等
は、
表
現
に 

新
鮮
味
を
感
じ
、
特
に
胸
に残
っ
た
。 

若鲇
の軽
ぅ
超
ゅ
る
や
や
ま
の
陰
第100号

明
治
21
年
4

月
12 

日こ
の
句
は、
谷
川
の
こ
と
は
何
も
言
っ
て
な
い
の
に、渓
流
と滝
 

を
遡
上
す
る
若
鮎
の
姿
が
目
に
浮
ぶ
。 

立
波
を
押
へ
て
通
る
く
ち
ら
か
な
第
132号

明
治
23
年
12
月
12 

日
大
海
を
過
ぎ
る
鯨
の
勇
姿
を
「立
波
を
押
え
て
通
る
」
と
表
し
た
の 

が、
斬
新
で
印
象
的
。

4
 

『な
じ
み
集
』
所収
句
は
ゴ
シ
ッ
ク体
と
し、
句
の
下
に
そ
の
旨 

表
記
。
子
規
が
「碧虚
宛
書
簡
」
で
推
賞
し
た
句
も
「碧虚
宛
書 

簡
明
治25
年
6

月
27
日
0

」
等
と
ゴ
シ
ッ
ク体
表
記
。

明
治
十
五
年
十
二
月
十
二
日発
行
 

第
世
六
號 

伊
豫
國
和気

郡
三
津
榮
町
三
十
五
番
地
(
現
.
松
山
市
三
津 

一
丁
目4
—

18辺
り)
明榮社 

明
榮
社
月並
抜
粋
之写
へ
以
下
同ー
〜
以
下ゝ

第
部号
明
治
巧 

年
12
月
12
日
と
表
示 

第
36号

明
治
15
年
12
月
12
日 

四
時
園
其
戎
撰(
以
下
同
じ)
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題水鳥年乃市古暦

棟
梁
ハ
猶
見ふ
る
し
た
こ
ょ
み哉 

三
津
連
甫

(
以
下
略) 

席
上
探
題

澄鹰

も
眼
か
、
や
く
あ
さ
日
か
な

 

ま
な
こ
輝
く
。

皆
と
み
た
拍
子
な
り
け
り
節
季
候 

納
豆
や
納
所
か
居
間
は
反
故
張 

寒
梅
や
か
ら
ひ
た
や
ぅ
な
明
の
月 

月
花
の
友揃
ひ
け
り
と
し
わ
す
れ 

第
38号

明
治
16
年
2

月
12
日 

題山笑海苔恋
猫 

旭
の艷
を漉
込
む
海
苔
の
色
香
か
な 

席上題春風早蕨 

磯
の
香
も
富
む
る
や
し
ろ
や春
の
風 

〇

花
の
本
の
尊
像
ハ
明
榮
社
に
有
社
中
の
繁栄
は
年毎
山
川
万
里
の 

道芝
の
萌
出
ル
が
こ
と
し
猶
其
峯
を
し
た
ふ
友
を
待
て
麓
に
杖
袋
の 

紐
を
解

誘
引
ハ
れ
つ
誘
ひ
つ
花
の
案内
状
 

第
39号

明
治
16
年
3

月
12
日 

題菜
の花彼岸貝寄風

貝
寄
風
や
濱
の
眞
砂
の増
るお
と 

貝
寄
風
(
か
い
よ
せ)

〜
陰暦
の
二
月
ニ
〇
日
頃

に
吹
く
西
風
。

菜
の
花
の
香
に
稼
れ
け
り
た
ひ
布
 

穢
(
け
が
)

れ。
旅
布

(
た
び
ご
ろ
も)

席上題初雷帰
雁春の月 

松
は
は
な
柳
ハ
い
と
や
ハ
る
の月 

第
41号

明
治
16
年
5

月
12
日 

題夏乃月卯
乃花
競馬 

数
千
里
も
つ
ら
ぬ
く
ふ
り
や
競
馬 

第
44号

明
治
16
年
8

月
12
日 

題今朝秋駒牽鳴

し
き
な
く
や
双

ま
つ
，
に
る
ニ
日
月

 

鳴
ニー

松
ノ
亡
子
べ)

る
。

席上題盆月蜻蛉 

盆
の
月
たゝ
真
丸
ぅ
ふ
け
に
け
り
 

天
位 

俳
諧
之
連
歌(
前号
の続
き)

麦
菓
子
も
時
に
ょ
っ
て
ハ
珍
し
き 

第
45号

明
治
16
年
9

月
12
日 

題
十
六
宵
舛
市稲
莉 

十
六
夜
の
や
み
ヒ
ら
す
や
橋
の
反 

席上題月 

空
に
雲
地
に
ち
り
も
な
し
月
今
宵 

席
上
俳
諧
之
連
歌 

待
宵
と
居
ま
ち
ハ
月
の
趣
向
か
へ
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第
46号

明
治
16
年
10
月
12
日 

題琴
平
祭鬼灯
冬
隣 

御
物
見
の
う
ち
や
酸
漿
鳴
ら
す
音 

席上題后月 

八
幡
野
や
藪
お
と
寒
き
後
の
つ
き

席上句合題鹿 

尾
上
か
ら
妻
呼
こ袅
や
月
の
し
か

句合題菊 
し
ら
菊
の
い
路
に
約
る匂
ひ
か
な

第
49号

明
治
16
年
12
月
12
日 

題大年冬椿事始 

水
引
の
は
く
粧
ふ
や
こ
と
は
し
め

捧
吟
の
つ
、
き 

言
の
葉
の
猶
も
た
、
し
き
祭
か
な 

席上題あられ師走 

み
の
壁
に
は
さ
ま
れ
て
有
霰
か
な 

第
60号

明
治
17
年
12
月
12
日

酸
漿
〜
ほ
お
づ
き
。

地
位
後
の
月
〜
陰暦

八 

月
十
五
日
の
夜
に対
し
て、 

九
月
十
三
夜
の
月
。 

±

ニ
夜。

勝
皆
の
±1 

〜
〕
頂
、
頂
上
。

大
勝 

い
ろ
に
約
る 

(
簡単
に
す
る
。
省
く。
)

あられ
霞

'天う
み
の
鴨
。

'柄
と
り
ど
り
流
行
る
。

題岡見師走餅
搗 

三
次
野
の
空
か
ほ
は
し
き
岡
み
哉 

九
重
の
曾
良
を
敬
ふ
お
か
み
か
な
九
重 

臨時會題水柱節季候鯛
味噌 

ぬ
れ
て
た
つ
鳥
の
尾
に
引
く
水
柱
哉 

俳
諧
の
連
歌 

連
甫 

一
羽
つ、
時
雨
れ
て
た
つ
や
湖
の
鴨 

帯
の
か
ら
と
り
く
流
行
仕
入
れ
物 

追
善

茶
の
花
や
玉
ょ
り
き
ょ
き
こ
の

1

下

右
は
和気
郡
山
越
長
健
寺
ニ
於
テ
執
行
 

會
主
松
山
玉
井静
山 

第
69号

明
治
18
年
9

月
12
日 

題月木乃子落

鲇

く
に
境争

ふ
ふ
り
や
木
の
子
か
り
 

寞
狩
り 

染
も
の
、
ロ
く
り
か
わ
く
虎
落
竹
 

ロ
〜厂

に
ヒ
(印
字

不
鮮
明)
虎
落
(も 

が
り
)
〜
枝
の
つ
い 

た
竹
を
立
て並

べ
、 

物
を
掛
け
て̂
一̂
の 

に
使
う
も
の。

さ
、
波
も
花
に
は
た
、
ぬ
天気
順 

臨
時
會
席
上
題 

世
の
さ
ひ
を
吹
廣
け
梟
秋
の
か
せ

葡
。
秋
の
風
。
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第
70号

明
治
18
年
10
月
12
日 

題
柚
味噌
秋
の
色
十
夜 

丸
窓
ハ
丸
ぅ
に匂

ふ
柚
味噌
か
な 

席
上
題
行
秋。稲雀 

待
秋
や
雀
か
ら
す
の
こ
え
ま
て
も 

郵
便
の
手
紙
も
ま
れ
な
ふ
ゆ
か
れ
て 

臨
時
會
席
上
題
秋
冬 

湖
に
音
を
さ
ら
せ
し
き
ぬ
た
か
な 

〇

花
に
敷
筵
ハ
へ
つ
に
こ
し
ら
え
て 

第
71号

明
治
18
年
11
月
12
日 

題雪石

髂

花天長節 

鳩
の
湖
根
に
し
て
雪
の
高
根
か
な 

日
も
月
も
ま
る
き
世並
や
天
長
節 

〇

け
ふ
と
言
ぅ
敬
ふ
曾
良
や
初
時
雨 

臨
時
會
題 

琴
の
音
も
月
も冴
る
や
更
類
ほ
と 

第
74号

明
治
19
年
2

月
12
日 

題霞梅涅槃会 掃
き
よ
せ
た
塵
も匂

ふ
や
う
め
の
花 

席上題若艸うくいす 

う
く
い
す
を
ち
か
ら
に
登
る

哉̂

むしろ

敷
く I

延

に
お
の
う
み

鳩
湖
〜
琵
琶
湖
の
別
名
。

替
る
ほ
ど
。

若
卿
の
上
や
小
鳥
に
ふ
ま
す
の
み 

俳
諧
の
連
歌 

張
交
の屏
風
とゝ

の
ふ
月
の
こ
ろ 

さ
す
月
に鵜
川
の篝
ぅ
す
ら
き
て 

席
上
句
合 

川
舟
の
も
や
ひ
を
放
す
や
な
き
哉

紅
梅
も
き
そ
ふ
色
な
り
ニ
軒
茶
屋 

は
る
か
せ
や
社々

の
ま
つ
の
い
ろ

第
75号

明
治
19
年
3

月
12
日

題種井社日雉 
竹
も
木
も匂
ひ
を
ふ
く
む
社
日
哉

臨時會題春季 

瀬
戸
し
ほ
に
こ袅
漂
ふ
や
島
の
雉 

い
さ
り火
も
月
も
朧
や
う
らの景 

十
か
へ
り
の
花
や
殊
更
伊
勢
の
松

若
草
の
。

叢
0

も
や
い
〜
舟
と
舟
と
を 

つ
な
ぎ
と
め
る
こ
と
。

社
日
〜
立
春
後
お
ょ
び
立 

秋
後
の
第
五
の
戊
の
日
、 

春
を
春
社
、
秋
を
秋
社
と 

い
い、
こ
の
日、
土
地
の 

神
を
祭
り
豊
作
を
祈
る
。 

春
秋
の鎮
守
の
祭
り
。

お
ぼ
ろ
や
浦
の
か
げ
。

十
返
り
の
花
〜
松
の
花
の 

別称
。
松
は
百
年
に
一
度、 

即
ち
千
年
に
十
度
花
が咲

— 19 —



く
と
い
い、
祝
賀
の
意
に 

用
い
た
。

席
上
句
合

月
よ
り
も
日
の
夢
長
き
田
に
し
哉
 

勝 

不
二
の
雲
羽
に
た
き込
や帰
る
雁
 

持 

孕
鹿
こ、
も
春
日
の
し
き
地
な
り
持
孕
鹿
。

第
76号

明

治
19
年
4

月
12
日 

題花鍋祭別霜

箒
目
を
し
て
待
宵
や
わ
か
れ
し
も
 

別
れ
霜
—春
に
降
り
る
最

後
の
霜
。
わ
す
れ
じ
も
。

俳
諧
の
連
歌 

友
の来
て
親
し
け
に炉
を
塞
ぐ
ら
ん
 

ふ
さ
ぐ
。

狐
火
ハ
雨
に
は
な
ら
す
空
さ
は
け
 

狐
火
〜
人
が灯
し
て
い
な

い
の
に
火
が
燃
え
る
現
象。

席上題櫻田螺 

は
な
さ
く
や筧
超
し来
る
水
の
味
 

筧
〜
竹
を
か
け
わ
た
し
て

水
を
通
す
も
の
。

第
78号

明

治
19
年
6

月
12
日 

題五月闇帷
子苔の花

帷

子
に
あ
つ
き
色
香
ハ
な
か
り
梟帷

子

~

生糸
、
麻
で
作
っ
た

ひ
と
え
も
の
。
叉
一
般
に
ひ 

と
え
も
の
。

帷
子
の
い
ろ
に
若
や
く
妹
か
と
し

俳
諧
の
連
歌 

連
甫 

梅
干
の1

 

下
に
そ
む
や
あ
り
の
み
ち 

投込
た
手
紙
も恋
の
か
た
む
す
ひ 

両
國
を
へ
た
て
わ
て
り
し
月
と
鲁
化 

臨
時
會
題 

夏
季 

夏
深
き
木
の
間
の
冷
や雲
と
み
つ 

雲
と
水
。

夏
さ
く
や
雨
を
受
て
も
日
の匂

ひ
 

ニ
か国
の声
を
む
す
ふ
や
田
植
歌 

席上句合 

眞
丸
ぅ
，14る
あ
ら
し
や
な
つ
の
月 

第
79号

明

治
19
年
7

月
12
日 

題納涼
葛水土用干

世
渡
り
の咄
な
か
し
て
す
、
み
舟
 

話
流
し
て涼
み
舟
。

第
84号

明
治
19
年
12
月
12
日 

題衾年の別師走 

梅
に
は
や
馴
染
て
年
の
別
れ
か
な 

聞
に
さ
へ
世
話
し
師
走
の
市
の
聲 

席上題すゝ
はらひさゝ
なき 

すゝ

掃
て
心
明
る
き
す
ま
ひ
か
な 

席
上
俳
諧
之
連
歌 

鶴
の
か
け
渚
の
ま
つ
の匂

ふ
ら
ん

笑
か
、
る
花
の
薰
に
ほ
た
さ
れ
て
 

え
み
か
か
る
。袢
さ
れ
て
。 

臨
時
會
題 

冬
季
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ひえ

窆

し

水
鳥
の
か
ほ
そ
み
け
、
り
ひ
え
風
 

比殽
風
〜
比殽
山
か
ら
吹

き
下
ろ
す
風
。

席上題霰冬の山厄払 

あ
ら
は
れ
た
石
檀
白
し
冬
の
や
ま

席
上
俳
諧
の
連
歌 

つ
く
り
松
嵐
も軽
ぅ
ふ
き
わ
け
て

谷
か
は
を
何処
ま
て
の
ほ
る
ロ
舟
 

ロ
は
、
舟
偏
に
旁
は
共
。

久
保
田
隣
舟
居
士
の
幽
回
忌
に
追
善
式
俳
諧
一
順
を
供
す 

咲
花
に
風
情
の
替
る
あ
たゝ

か
さ 

第
85号

明
治
20

年
1

月
12

日 

題初空鏡餅
寒梅 

か
、
み
も
ち
鼠
も
福
と
い
は
れ
梟 

初
會
俳
諧
之
連
歌 

綻
ひ
た
は
な
に
つ
、
き
し
日
和
順
 

ほ
こ
ろ
び
た
。

席上題書初手鞠 

松
竹
に声
を
の
す
る
や
手
翰
ぅ
た 

連
甫
謹
花
評 

追
加

社
則
改
正
に
よ
り
花
評
い
な
む
事
あ
た
は
す
つ
た
な
き
筆
を
と
る 

事
と
な
り
ぬ

恥
し
き
顔
を
の
す
る
や
か、
み餅 

連
甫
五
十
歲
。

第
86号

明
治
20
年
2

月
12
日

題囀
春
の
水
芹 

駒
と
め
て
比
良
の咏
め
や
春
の
水 

花
評
之
部 

追
加 

周
防国
酔
月
代
評 

爽
に
巡
る
ゆ
と
り
や
は
る
の
み
す

俳
諧
之
連
歌 

旅戻
お
も
は
す
道
の
は
か
と
り
て 

春
ハ
早
市
の
都
含
み
に
花
こゝ

ろ 

〇

若
く
さ
の
伸
る
匂

ひ
や
日
和
く
も 

三
條
の
小
鍛
ハ
い
つ
も
注
連
張
て 

附
勝
俳
諧 

秋
の巻
 

相
撲
取
出
世
し
たや
ら
弟
子
連
て 

第
88号

明
治
20

年
4

月
12

日 

題藤試茶炉塞 
岩
角
を
さ
き
包
け
り
ふ
ち
の
は
な 

席上題汐干つ、し 

松
か
け
の
放
れ
て
遠
し
汐
干
か
た

連
甫爽

や
か
に
。
春
の
水
。

しめ

 

し
め
な
わ

注
連
〜
標縄

(第
腦号

明
治豇

年彳
 

月
12

日
松
か
け
を
放
れ 

て
遠
し
汐
ひ
か
た)

俳
諧
附
勝
之
部 

春
の巻
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置
つ
ゆ
も
月
も
ろ
と
も
に
眞
丸
し 

薄
墨
櫻
に
集
會
し
て 

薄
墨
の
櫻
に
は
つ
る
や
た
て
か
な
 

恥
づ
る
矢
立。 

薄
墨
の
い
に
し
へ
語
る
さ
く
ら
哉 

第
89号

明
治
20
年
5

月
12
日 

題桐の花浮巣
日傘 

花
と
み
ゆ
霞
か関
の
日
か
さ
か
な 

花
評
の
部

追
加 

周
防酔
月
不
在
ニ
付
代
評
連
甫 

開
き
地
に
花
を咲
し
て
桐
は
や
し 

朝
空
の
ひ
や
み
の
す
る
や
桐
の
花 

席
上
俳
諧
の
連
歌 

面
白
き
血気
盛
り
の
あ
た
く
ら
へ
 

仇
。

明
治
二
十
年
四
月
一
日
一
山
居
士
追
善
脇
發 

俳
諧
之
連
歌 

咲

き
か
、
る
花
に
し
り
そ
く
路
地
の
冷 

第
90号

明
治
20
年
6

月
12
日 

題鵜
飼藻の花夏祭

八
十
嶋
の
根
を
藻
の
花
の
包
け
り
八
十
島
〜
多
く
の
島
。 

會
席
題
ほ
とゝ
き
す
田
植 

一
雨
に
ぬ
れ
て
目
出
た
し
田
植
哉 

更
て
ゆ
く
や
ま
の
す
か
た
や
時
鳥
 

更
け
て
。

俳
諧
之
連
歌

反
橋
の
そ
り
を
あ
や
と
る
秋
の
風 

咲
か
さ
む
花
の
く
も
り
の
美
し
さ 

附
勝
俳
諧
之
部 

秋
の巻
 

落
札
に
成
へ
き
山
の
も
と
か
し
さ

第
91号

明
治
20

年
7

月
12

日
〜
こ
の号
ょ
り
子
規
の
句掲
載
あ
り。 

題蓮高簟
冷汁

下
馬
札
に
て
り
添
ふ
蓮
の
威
光
哉
「な
じ
み
集
」
〜
て
り
そ
ふ。

席
上
兼
題
夕
兒
雲
の
峯 

夕
か
ほ
の
か
け
を巻
込
寝
蓖

か
な
「な
じ
み
集
」
〜
夕
顔
の
影
を

ま
き
こ
む寝
産(ね
ご
ざ)
哉。

花
評
の
部 

丨
 

蚊
の声
を
放
て
凉
し
た
か
む
し
ろ
 

高簟
〜
竹
を
編
ん
で
作
つ

た
む
し
ろ
。

席
上
題青
田
火
取虫
 

さ
は
や
か
な
風
も
生
る
、青

田
哉
「な
じ
み
集
」

第
9 2号

明
治
2 0
年
8

月
1 2
日 

題霧秋の蝶艸の花

艸
の
花
只
一
い
ろ
て
な
か
り
鳧
 

草
の
花
。
梟
。

艸
の
花咲
く
や
廣
野
の
ゆ
ふ
け
し
き 

席
上
兼
題 

虫

萩 

虫
の
音
を
踏
わ
け
行
や
野
の
小
道
 

松山正岡 

追
加
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武蔵

野
や
艸
の
波
間
に虫

の
こ
表
 

其
戎 

花
評
の
部 

周
防
瀧
女
代
評
連
甫 

追
加

花
表
た
け
越
す
は
遣
ひ
や
秋
の
蝶
「な
じ
み
集
」
た
け
こ
す
羽

遣
ひ
や
。

席
上
題 

鹿稲
 

鹿
笛
や
こ
す
系
を
傳
ふ
つ
き
の
冷天
位
「なじ
み集」
梢

を
つ
た
ふ。
月
の
ひ
え
。

稲

の
香
に
持
や
日
の艷
月の
つ
や 

月
と
日
の
重
み
を
見
する稲
穗
哉 

附
勝
俳
諧
の
部 

秋
の
卷 

さ
ま
く
な
も
の
ぅ
き夢
ハ獏
の
食 

さ
ま
ざ
ま
な
。

第
93号

明
治
20
年
9

月
12
日 

題
寶
市稲
初
汐

初
汐
や
浪
花
の
あ
しも
ぅ
ら
の
景 

葦
も
浦
の
景
。

席上兼題名月渡鳥 

海
見
て
も
河
見
て
も
ょ
き
名
の
夜
哉
 

名
の
夜
〜
中
秋
(陰暦

の八月十五日)
の名 

月
の
夜

花
評
の
部 

宇
和
島
梅
子
撰、
三
津教
良
撰 

八
千
万
田
や
溝
へ
押
出
す稲
の
波
 

「な
じ
み
集
」

追
加 

周
防
國酔
月
代
撰
連
甫 

は
つ
汐
や
粧
ひ
深
き
磯
な
れ
ま
つ
 

「な
じ
み
集
」
初
汐
や

ょ
そ
ほ
い
。
磯
馴
松
。 

第
9 2号
花
評
遠
江
探
松
分遅
参
に
付
こゝ

に
記
す 

秋
の
蝶
春来
た
道
を
た
と
り
け
り
 

「な
じ
み
集
」
〜
春
き
た
。 

第
94号

明
治
20

年
10

月
12

日 

題甘干后の月紅葉鮒 

あ
ま
ほ
し
や
一
谷
隔
て
も
隣
同
士 

追
加 

周
防酔
月
代
評
連
甫 

水
の
垢
ま
て
染
り
け
り
も
み
ち鮒 

「な
じ
み
集
」

俳
諧
之
連
歌 

夏
の
雨気
色
は
か
り
て
降
も
せ
す 

料
理
場
に
馴
て
ハ
邪
魔
に
成
ぬ
犬

第
95号

明
治
20
年
11
月
12
日 

題茶の花火鉢神楽
ぅ
ら
風
を
抱込
舟
の
火
は
ち
か
な
 

「な
じ
み
集
」
〜
浦
風
を
。

花
之
本
祭
脇
發
俳
諧
之
連
歌 

波
頭
居
な
ら
ふ
と
り
の
羽
を
組
て
 

居並
ぶ
鳥
の。

第
96号

明
治
20
年
12
月
12
日 

題すすはき年の暮玉子酒

年
古
き
棟
木
め
て
た
し
すゝ

拂
ひ
 

「な
じ
み
集
」
〜
煤払
ひ

「碧
梧
桐虚
子
宛
書
簡 

明
治
25
年
6

月
27
日
@
」 

寒
に
入
音静
か
な
り
た
き
の
み
つ
 

滝
の
水。
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花
評
の
部 

す
、
掃
や
窓
か
ら
句
ふ
松
の
か
せ 

俳
諧
附
勝
の
部 

冬
の
ま
き 

名
に
聞
け
と
螢
合戦
ハ
未
た
見
す 

第
97号

明
治
21
年
1

月
12
日 

題若水賣初寒聲 

賣
そ
め
に
と
む
る
や
舟
も
問
丸
も 

余
興
相
撲
句
合 

と
し
男
何
を
言
う
て
も
笑
ひ
け
り

松
の
風
。

問
丸
〜
問
屋
に
同
じ
。

勝

「な
じ
み
集
」
〜
年 

男
何
を
い
ふ
て
も。 

「碧虚

宛
書
簡
明
治25年
6
 

月
27
日
@
」

は
つ
ゆ
め
の
山
美
し
う
明
に
け
り 

花
評
の
部 

追
加 

卓
朗
代
表
連
甫 

賣
そ
め
の
富
る
こ

な̂
り
人
出
入 

第
98号

明
治
21
年
2

月
12
日 

題梅山笑二日灸

幣
を
振
や
う
に
わ
ら
ふ
や
神
路
山
「な
じ
み
集
」
〜
ふ
る
や
う
に

笑
ふ
や

花
評
の
部 

追加周防酔
月代評連甫 

面
白
ふ咲
や
野
梅
の洒
落
具
合
 

「な
じ
み
集
」
〜
(
「な
じ
み

集
」
で
は、
「眞
砂
の
志
良
邊
」 

第
113号
明
治22
年
5

月
12
日 

「水
ヒ
ふ
枝
や
野
梅
の洒

落 

具
合
」。の
「水
ヒ
ふ
枝
」
を
、 

こ
の
「面
白
ふ咲
」
の
右
に 

併
記。
)

月
の
出
て
見
處
深
し
野
路
の
う
め

〇

春
永
を
こ
た
て
に
市
の
小
家
建
て

三
津
港
夷
子
社
捧
燈抜
粋
旧
十
二
月
分
上
座
十
六
章

寒
月
や
早瀬
に
居
る
み
つ
の
い
ろ

月
受
け
て戦
く
白髪
や
あ
ち
ろ
も
り

水
仙
の
花
に
し
ら
け
し
月
夜
か
な 

ま
つ
風
の
音
を
着
こ
な
す
衾
か
な

題
99号

明
治
21
年
3

月
12

日 

題
胍

蝶
櫻

人
位
(
第
的号
で
、 

「み
す
」
を
「み
つ
」

と
訂
正)

そ
ょ
ぐ
白髪
や
網
代
守 

(
網
代
〜
冬、
水
中
に
竹 

や
木
を
組
ん
で
立
て、 

魚
を
捕
る
し
か
け)

衾
〜寝
る
時
に
か
け
る寝
 

具
。
ふ
と
ん。
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て
ふ
舞
ふ
や
海
の
上
這
ふ
日
和
雲
「な
じ
み
集
」
〜
蝶
舞
ふ
や
。

は
ふ
日
和
く
も。

席
上
俳
諧
之
連
歌 

革
足
袋
を
は
い
て
凌
し
つ
き
の
冷
 

し
の
ぎ
し
。

三
津
港
夷
子
社
奉
燈廿

一
年
舊
正
月
分抜
萃
上
座
十
章 

乃
す
風
の
か
け
漂
ふ
や
海
の
ぅ
へ 

第
100号

明
治
21
年
4

月
12
日 

題若鮎山吹艸餅 
若
鮎
の軽
ぅ
超
ゆ
る
や
や
ま
の
陰 

花
評
の
部

追
加 

肥
後
梅
露
代
評 

連
甫 

艸
も
ち
や
い
ほ
の懐
紙
も
染
る
色 

席
上
俳
諧
之
連
歌 

松
か
け
を
放
れ
て
遠
し
汐
ひ
か
た
 

「な
じ
み
集
」
〜
松
影
を

,
,
，
汐
干
潟

三
津
港
三穂
社
奉
燈
本
月
舊
二
月
分抜
萃
上
座
十
章 

山焼
や
水
田
に
移
る
つ
き
の
か
さ
 

地
位
「な
じ
み
集
」

〜
、
っ
つ
る月
の
笠

入
舟
や
帆
に
た、
み込
夕
か
す
み 

第
101号

明
治
21
年
5

月
12
日 

題
入
梅
酢
行、子 

鮮
店
の
け
しき
と
な
る
や
吉
の
川 

花
評
の
部

追
加 

周
防
五
風
代
評 

連
甫 

早
つ
け
の
す
し
の
風
味
や
瀧
見
臺 

眞
砂
の
志
良
邊ー

百
號
祝
集
句
合
背
春
季
十
題
東
西
と
し
て 

撰
吟
二
百
章 

東
の
方

明
ら
か
な匂
ひ
や
は
な
の
御
供
田
 

持 

桃
酒
や
よ
ろ
つ
の
春
を
た
も
つ
色
 

持 

艸餅
や
い
く
代
の
春
を
た
も
つ
色 

こ
れ
よ
り
余
興
の
部 

題
前
の
こ
と
し抜
苹

五
十
章 

艸餅

に
よ
し
野
の
た
よ
り
聞
こ
ぇ
鳧
『子
規会
誌
』
118号

(
平
成奶
年
ァ
月)

十
五
頁、
「大
原
其
戎 

宗
匠
と
森
連
甫㈠
」参
照
。 

眞
砂
の
志
良
邊ー
百
號
祝
集
開巻
席
上
俳
諧
之
連
歌 

弊
社
の
永続
は
遠
近
の
人
力
に
あ
り
 

其
戎 

岩
た
れ
の
水
も
和
ら
く
花
の
て
り 

千
代
よ
ろ
つ匂
ひ
か
さ
み
し
花暦 

其
戎 

言
の
葉
に
花咲
は
る
の
詠
め
か
な
 

詠
め
か
な 

眞
砂
の
志
良
邊
第
一
百号
號
の
開
會
に
ま
か
り
諸
君
の
祝
吟
を
謝
す 

み
な
雲
に乗
る
粧
ひ
や
四
方
の
花 

第
102号

明
治
21
年
6

月
12
日 

題
葉
柳 

茅
の
輪団

扇
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葉
柳
に
ふ
き
消
れ
け
り
か
に
の
泡
 

「な
じ
み
集
」
〜
吹
き
け
さ

れ
け
り
蟹
の。

花
評
の
部

I追
加 

新
居
軍
一
松
代
評
連
甫 

入
月
を惜
み
て
遣
ぅ
、っ
ち
は
か
な
 

つ
か
ぅ団
扇。

葉
柳
や
か
け
行灯
の
お
く
ゆ
か
し 

す
こ
や
か
に
ち
の
わ
を潜
笑
顔
哉
 

茅
の
輪
を潜
る 

席
上
題
虎
か
雨蝉
 

只
な
ら
ぬ
空
の
く
も
り
や
虎
か
雨 

第
103号

明
治
21
年
7

月
12
日 

題清

水
晝寝
灯

取虫

青
く
さ
き
山
の
冷
み
や
こ
け清
水
 

「な
じ
み
集
」
〜
苔
し
水

「碧虚

宛
書
簡
明
治25年
6
 

月
27

日
@
」

木
も
鳥
も
か
け
ま
て清
き清
水
哉
 

影
ま
で
。

花
評
の
部 

蚊
帳
の
波
渡
て来
た
か
火
取
む
し 

第
104号

明
治21
年
8

月
12
日 

題

月
不知火は

せ
を

文
臺
を
て
ら
す
は
せ
を
の
！！下
か
な
 

色
#

の。

席
上
題
朝
か
ほ
初
か
利 

朝
貌
に耻
る
い
ろ
な
り
あ
さ
の
星
 

朝
顔
に
恥
じ
る
。 

席
上
俳
諧
之
連
歌

よ
む
度
に
粧
ひ
の
ま
す
た
ひ
日
記 

花
評
の
部 

月
の
出
て
見
處
多
し
和
田
の
は
ら

芭
蕉
葉
の艷
大
空
に
う
つ
り
け
り 

七
浦
に
景
色
と
り
ま
く
山
の
月

海
の
原
(

わ
た
の
は
ら) 

〜
う
な
ば
ら

第
105号

明
治
21
年
9

月
12

日 

題紅葉夜寒秋の蚊 

聲
澄
や
夜
寒
を
さ
そ
ふ
礎
剧
ま
つ 

花
評
の
部 

追
加 

卓
朗
代
評 

連
甫 

江
に
寄
す
る
音
や
夜
寒
の
な
み
頭 

席上題落水木槿 

万
物
の
や
し
な
ひ
た
り
て
落
し
水
 

養
い
足
り
て
落
と
し
水
。

(苗
代
水
の
出
口
ょ
り
下 

方
の
田
へ
豊
か
に
溢
ふ
れ 

る
水
)

熊
本県
肥
後国
細
川
梅
露霊
神
招
魂
祭
九
月
十
三
日
弊
社
に
お 

い
て
執
行

脇
發
俳
諧
の
連
歌 

霊
神 

大広

間
秋
た
つ
風
の
と、
く
ら
ん

文
武両
道
に
明
か
な
る
梅
露
君
御
遠
行
あ
ら
せ
ら
れ
し
を
神
保
し
て
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万
燈
の
や
ぅ
に
て
ら
す
や
露
の
玉 

第
1〇6号

明
治
21
年
10
月
12
日 

題
冬
隣
風
呂吹団
栗 

ふ
ろ
吹
や
障
子
に
移
る
老
の
無
事 

席
上
俳
諧
の
連
歌 

ほ
と
遠
く
建
し
鳥
居
の涼
し
け
に 

席上題小春菊酒 

金
盃
の
模様

も
き
く
や
菊
の
さ
け 

本
社
月
見
會
席
上
題 

月
芒 

名
月
を
い
た
、
く
い
ろ
や
艸
の
露

し
き
島
も
空
も
明
る
き
名
の
夜
哉
 

敷
島
〜
大
和国
、
更
に

広
く
日
本
の
別称
。

月
見
會
席
上
俳
諧
の
連
歌 

稲
莛
礒
邊
間
ち
か
く
し
き
の
ひ
て
 

い
な
む
し
ろ。

第
107号

明
治
21
年
11
月
12
日 

題炭鷹花の本祭 

炭
の
香
や
し
た
し
み
深
き奥
座
敷 

白
炭
や
御
次
へ
も
る
、
和
歌
の
文 

花
之
本
本
祭
脇
起
俳
諧
之
連
歌
 

祖
神 

楝
梁
の
指図
つ
ふ
や
く
普
請
手
間

初
花
の咲

も
暖気

の
し
を
り
に
て
し
お
り
.

し
ほ
り
〜
芭
蕉
俳

諧
の
用
語
。
句
に
お
の
ず
か 

ら
現
れ
た繊
細
な
余
情
。
さ

び
.
細
み
と
共
に
根
本
理
念 

と
す
る
。

奉
吟

速
に
し
く
れ
て
高
し
み
ね
のく
も 

時
雨
れ
て 

第
108号

明
治
21
年
12
月
12
日 

題雪年の市餅
筵

ニ
つ
三
つ
重
り
合
ふ
て
ゆ
き
の
嶋
「な
じ
み
集
」
「碧虚
宛
書
簡

明
治
25
年
6

月
27
日
@」

花
評
の
部

団
栗
に
日
の
脚
は
や
き
山
路
か
な
 

ど
ん
ぐ
り
に
。

何
不
足
な
く
て
淋
し
や
冬
と
な
り 

第
109号

明
治
22
年
1

月
12
日 

題門松寒椿大箸 

門
松
に
の
す
や
空
の
深
み
と
り 

初
會
俳
諧
の
連
歌 

遠
近
に
香
は
し
る
花
の
果
も
な
し 

席上題鏡餅
初空 

鏡
も
ち
丸
き
世
な
み
を
か
さ
ね
鳧
 

地位
 

「な
じ
み
集
」

〜
重
ね
け
り

席
上
句
合

も
ち
花
も咲
し
て
居
る
や
祇
園
町
 

勝 

は
つ
い
め
や
大黒
丸
と
夷
子
ま
る
 

初
夢
や
。
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余
興
碧
水
園
大
人
評 

朝
月
も
水
る
色
な
れ
諷
訪
の
ぅ
み

二
十
に
あ
ま
る
年
を
迎
へ
千
代
も
か
は
ら
ぬ
諸
君
の
投
吟
を 

祈
る

四
方拝
し
てま
つ
墨
の
い
ろ
香
哉 

幹
事

四
方拝
〜
も
と、
元
旦
に 

天
皇
が
天
地
四
方
の
神々
 

に国
家
の
平
安
と
五
穀
の 

豊穣
を
祈
っ
た
儀
式

第
110号

明
治
22
年
2

月
12
日 

題若艸春風鶯

 

外
に
一
月
題
か
ふ 

X

の
こ
え
に
やわ
ら
く
水
の
お
と 

俳
諧
之
連
歌 

月
夜
さ
に
二
百
十
日
の
沙
汰
も
な
し 

席上題梅春の月 

I

つ
家
の
窓
の
果
報
や
野
路
の
梅
 

天
位 

「な
じ
み
集
」 

席上句合題春季 

宮
守
の
呼
は
ぅ
こ
く
や
は
ら
み
鹿
 

「な
じ
み
集
」
〜
呼
へ
は

動
く
や

第
111号

明
治
22
年
3

月
12
日

題
霞
蛤堇

し
ほ
ら
し
や
舞
子
か
はま
の
白堇
 

舞
子
が
浜
の
。

席上題彌生蝶

，
3
月
31
日
其
戎
逝
去。

飛
蝶
の
羽
に
見
え
透
や
野
の気
色 

弾
生
野
に
富
る
音
な
り
鶴
の
は
し

席上句合題春季 

竹
馬
を
そ
は
え繋
て
二
日
灸
 

勝 

山
や
き
や
水
田
に
ぅ
つ
る
月
の
暈
 

持 

毛
せ
ん
の
色
は
つ
か
し
き
五
形
哉
 

勝 

第
112号

明
治
22

年
4

月
12

日 

嘯
月
齋
連
甫
撰 

題花筑广祭孕鹿鳥
啼
や
ひ
や
み
を
さ
そ
ふ
花
の奥 

東京丈鬼

 

〜
子
規 

弊
社
の継
続
を
謝
す 

連
甫 

永
か
れ
と
祈
る
ち
き
り
や
鍋
祭
り

我
師
四
時
園
翁
の
み
ま
か
り
給
ひ
し
よ
り
晝
夜
恩
を
わ
す
れ
す 

花
見
て
も
わ
か
力
と
ハ
思
は
れ
す
 

我
力
と
は
。

席
上
題
若
鲇

行
春 

追加

ぅ
く
ひ
す
の
草
臥
か
ほ
や
春
の
行
 

「な
じ
み
集
」
〜
鶯
の。

席上句合題夏季 

あ
ら
た
ま
る
席
も
新
茶
の
手
前
哉 

秀
一
地 

や
さ
し
き
に戦
く
葉
い
ろ
や
若
楓
 

勝
そ
よ
ぐ
葉
色
や。

其然

父
其
戎
艸
庵
前
庭
にあ
る
ひ
と
も
と
の花
の荅

を楽

し
み
しに
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不図

客
月
三
十I

日
午
後
十
二
時
彼
の
花
の満

開
な
る
を
詠
め 

て
一
句
を残

し
か
へ
ら
ぬ
旅
に
お
も
む
き
い
と
か
な
し
さ
の
あ 

ま
り
に
居
合
の
風
子
と涙
を
の
こ
ひ
左
の
連
歌
を
も
よ
ほ
す

〜
客
月
り
先
月
。
其
戎 

の
菩
提
寺
「願
成
寺
」 

(松
山
市
住
吉
ニ
丁
目 

I

一)
過
去
帳
に
は、
四 

月
一
日
と
あ
る
。

居
士

寝
姿
の
司
や
は
な
を
ま
く
ら
も
と 

霜
の
わ
か
れ
に
窓
寒
き
月 

其
然 

川
傳
ひ
舟
に
も
の
ら
す囉
の
き
て
 

連
甫 

飛
脚
ハ
い
つ
も
世
話
し
さ
う
也
守
雄 

水
も
ち
器
を
見
て
も
き
よ
ら
か
に
 

吟
雪 

空
に涼
し
う
居
る
し
ら
雲
 

教
良 

下
略

四
時
園
其
戎
居
士霊
手
向 

う
け
た
ま
へ
我
も
手
向
ん
春
の
水 

第
113号

明
治
22
年
5

月
12
日 

四
時
園
其
然
撰(
以
下
同
じ)

題時鳥扇若葉
か
さ
し
た
る
扇
に
白
し滝
見
た
い
 

滝
見
台。

余
興
題
夏
季
 

嘯月齋撰

追
加

夏
艸
や
あ
め
を
受
て
も
日
の匂
ひ 

席上題螢田植 

と
り逬
す
た
ひ
や
螢
の
高
あ
か
り
 

と
り
に
が
す
。

と
り
の
が
す
。

亡
師
其
戎
翁
の
大
練
忌霊
前
を拝
す 

葉
標
や
は
な
見
た
日
ょ
り
七
七
日 

俳
諧
の
連
歌

水
ヒ
ふ
枝
や
野
ぅ
め
の晒

落
エ
合
「な
じ
み
集
」
(
前掲
-

第
98

号

明
治21
年
2

月
12
日
|
面 

白
ふ咲
く
や〜
)

第
114号

明

治
22
年
6

月
12
日

題夏の月田植水室

樓
ハ
夜
の
ふ
け
か
た
し
な
つ
の
月
 

た
か
ど
の
は
。

席
上
題
す、
み昼
顔 

追
加

晝
か
ほ
や
す
磨
も
明
石
も
同
し
色
 

昼
顔
や
須
磨
も。 

余
興
題
夏
季
 

嘯
月
齋
撰 

追
加

舟
の
夜
の
枕
を
たゝ

く
水鶏
か
な

俳
諧
之
連
歌 

故
其
戎 

玉
苗
や
さ
す
か
泥
に
も
染
ぬ
い
ろ
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汗
の
流
る
、
は
て
な
笠
の緒

連
甫 

邂
逅
な
非
番
を
釣
に
さ
そ
は
れ
て
戎
 

邂
逅
(
か
い
こ
う.

た
ま
さ
か
？)

ゾ̂
，@ 

い
が
け
な
く
合
う 

事
。
め
ぐ
り
あ
い
。

一
里
退
け
と
も
光
る
白
壁
 

甫 

大
名
の
ひ
け
て
淋
し
き
月
夜さ
し

戎 

と
こ
ろ
^
^
に替
る虫
の
音 

甫 

接
待
の
施
主
に
宮
司
の
顔
も
見
え
戎 

三
味
よ
り
大詖
手軽

う
に
打
甫 

咕
曝
も
と
、
く
力
む
ろ
つ
上
の
關
或 

咕

攝
(
し
よ
う
し
よ
う.
さ
さ
や
き
)

〜
耳
も
と
で
さ
さ
や
く
。 

無
理
な
日
和
に
急
く
生
舟 

甫 

旗
雲
の
結
ほ
れ
なか
ら
さ
ゆる月戎 

炭
の
香
も
る
、
庵
の
丸
窓
 

甫 

言儘

に
飛
脚
の
賃
を
く
れ
る
な
り
戎 

あ
つ
ら
へ
て
置
角
樽
の
ロ
 

甫 

牛
馬
もか
い
こ
や
し
たる
亭
の
長
戎

さ
ひ
て
け
高
き
仟
佰
の
文
字
甫
 

せ
ん
ぱ
く
の 

花
の
香
ハ
四
十
八瀬

に
分
る
ら
ん
戎

少
し
霞
の
は
け
か
、
る
空
甫 

は
げ
か
か
る 

黄

鳥
を
あ
て
に
仕
こ
み
し
其
日
店
甫 

黄
鳥
〜
鶯
に
似
て
や
や
大
き
い
鳥
。

小
僧
た
か
ふ
る
御
朱
印
の
寺
戎
 

鶯
の
別
名
。 

自
鳴
鏡
打
音
も
風
に
も
れ
き
こ
ぇ
甫 

湯
治
見
舞
に
遣
ふ
松
露
糖 

戎 

と
し毎

に
ふ
と
る
樗
の
か
け
を
受
け
連
樗
〜
梅
檀 

晝寝

の
夢
を
さ
ま
す
鱗
螺 

戎 

螺
螺
(
じ
が
ば
ち？
) 

来
掛
た
輪
替
に
も
た
す
戀
こ、
ろ
甫

干
あ
か
り
に
く
ひ
泥鏝

む
ら
の
壁
戎
こ
て
む
ら
の
壁 

存
外
に
勸
化
の
世
話
の
出来

易
し
甫 

つ
ひ
落
し
た
る
腰
の
印
籠 

戎 

見
る
も
の
、
皆
美
し
き
月
のて
り

甫 

雀
知
ら
す
ハ
伸
か
ち
に
鳧
 

戎 

手
廻
し
に
注
連縄

ま
て
も
掛
る
秋
甫 

ね
つ
け
を
か
ね
る
幡
の
鍵 

戎 

米
商
も
は
つ
み
の
ぬ
る
い
順気

さ
け
甫 

雪
解
の
遲
ひ
富
士
川
の
水
戎 

か
さ脱

て
花
の
曇
り
を
打
な
か
め
甫 

盆
に
盛
た
る
草餅
の
つ
や 

戎

乙
丑
夏
興
行(
慶応

元
年.
一
八
六
五)

俳
諧
の
連
歌両

吟(其
戎
五
十
四歳
.

連
甫
二
十
八歳
) 

ニ巻

の
ぅ
ち
、
㈠

「玉
苗
や
」
の巻
、
歌
仙
一巻
。
な
お
、
㈡

 

「呼
か
と
て
」
の巻
は、
『椿
守
り-森
元
四
郎
著
作
集』
の 

四
十
四
頁
以
下
に掲
載
。
こ
の
年
の
三
月
其
戎
が
病没
し、
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の
其
然
が
後
を継
い
だ
と
き、
亡
父
の
記
念
と
し
て、
二
十
五 

年
も
前
に巻
か
れ
た
こ
の両
吟
を
取
り
上
げ
て
い
る
事
を
考
え 

る
と、
こ
の両
吟
は、
明
榮
社
と
し
て
も
か
な
り
重
く
考
え
て 

い
た
よ
ぅ
で
あ
る
。

第
115号

明
治
22
年
7

月
12
日 

題踊鼓子花夕立

 

鼓子花 

席
上
題
水鶏
雲
の
峯

月
の
出
て
こ
系
の
近
寄
る
水鶏
哉
 

「な
じ
み
集」
〜
聲
の
ち
か
よ
る 

雲
の
峯
海
の
そ
こま
て
と
、き
梟 

水
の
い
ろ迄
白
ぅ
な
り
雲
の
み
ね 

余
興
題
夏
季
 

嘯月齋評 

追
加

不
二
の
根
を
か
た
む
る
岩
や
苔
の
花
 

「な
じ
み
集
」

第
116号

明
治
22
年
8

月
12
日 

題残

暑
萩蜻
蛉
 

し
ら
萩
の
冷
み増
る
や
お
く
の
院 

雲
か
け
に乗
て
川
こ
す蜻
蛉
か
な 

余
興
題 

秋
季 

嘯
月
齋
評 

追
加

雨
の
日
は
あ
め
の
風
情
や
女
郎
花 

席
上
題 

秋
風
盆
の
月 

追加

海
士
の
家
も清
き
燈
や
盆
の
つ
き 

居
士
大
姉両
尊霊

手
向
〜
故
其
戎
令
夫
人
六
月
二
十
日
逝
去
。 

迎
火
ゃ
二
度
汲
み
つ
の
西
ぁ
か
り
 

水
の
。

第
117号

明
治
20
年
9

月
12
日 

題茸狩星月夜

ま
つ
に
の
る
浦
か
せ
寒
し
雁
の
聲
 

浦
風 

須
磨
の
夜
の
昔
し
の
ふ
や
星
月
夜 

夕
榮
の
そ
ら
賑
は
し
や
か
り
の声 

夕
映
え
の 

余
興
題
秋
季
嘯
月
齋
連
甫
撰 

追
加

秋
の
山
い
ろ
さ
ま
く
に
替
り
け
り
 

「な
じ
み
集
」

席
上
題

虫

の
聲
し
は
し
と、
む
る
砧
か
な 

唐
か
ら
し
是
も
七
味
の
一
つ
か
な 

月
見
會
席
上
題 

月
芒 

薄
野
や
とち
ら
を見
て
も
道
一
里 

明
榮
社
幹
事拝

明
榮
社
の
月
見
會
ハ
年々

怠
ら
さ
るこ
と
月
次
集
眞
砂
の
志
良
邊 

に
ひ
と
し
こ
と
し
ま
た
.

略)

月々御投吟
 

あ
ら
ん
こ
と
を
い
の
る
 

さ
す
月
に
眞
砂
の
肌
を
磨
き
け
り 

題
118号

明
治
22
年
10
月
12
日 

題菊柚味噌
長夜
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夜
長
さ
や
窓
を
は
な
れ
ぬ
月
明
り 

白
菊
の
ほ
と
り
に
闇
ハ
な
か
り
鳧 

余興題秋季

 

嘯
月
齋
連
甫
撰 

追
加

秋
も
良
く
立
け
り
海
と
空
の
い
ろ 

第
119号

明
治
22
年
11
月
12
日 

題枯野水鳥頭巾 

圓
居
す
る
友
.や
頭
巾
の
い
ろ
違
ひ 

水
鳥
やI

羽

I

は
に
も
つ
み
つ
輪 

見
わ
た
し
の
枯
野
に
高
し
朝
の
月 

花
之
本
祭
脇
起
俳
諧
の
連
歌 

初
雪
や
水
仙
の
葉
の
た
は
む
ほ
と 

霍
氅
に
花
の匂
ひ
の
う
つ
る
ら
ん

「な
じ
み
集
」
〜
水
輪

祖
神

連
甫霍
(
カ
ク
、
に
わ
(
か
))、 

擊
(
シ
ヨ
ウ
、
は
ね
)

各
奉
吟
前
文
略
す 

し
き
し
ま
の教

へ
明
る
き
時
雨
哉 

席
上
旬
合
題
冬
季 

リ
風
に
こ
東
を
さ
ら
し
て
や
く
拂

勝

月
次
余
興
題
冬
季
 

嘯
月
齋
連
甫
撰 

追
加

花
の
本
祖
神
祭
典
に
ょ
り遥
拝
所
へ
奉灯
を
も
の
し参
拝
し
て 

言
の
葉
の
月
雪
花
を
そ
な
へ
け
り
 

〜
三
津
「恵
美
須
神
社
」

境内
の
花
之
本
大
神
碑
に

奉灯
参
拝
。
花
之
本
大
神 

は
芭
蕉
の
こ
と
。
花
之
本 

大
神
碑
は、
福
岡
「櫛
田 

神
社
」
境内
、
他
に
も
あ
り。

松
風
を
。

第
120号

明
治22
年
12
月
12
日
 

題水柱岡見年蘢 

松
か
せ
を
結
ひ込
た
る
永
中
か
な 

ぬ
か
す
け
は
明
る
き
幣
や
と
し
籠 

年
こ
も
り
伊
勢
ち
の
方
を恵
方
哉

席
上
題
冬
の
月
事
始
火
鉢 

や
ま
ハ皆
眠
る
すかた
や
冬の
月 

藏
建
る
地
と
り
も
出来

て
こ
と
始 

鳳凰の
ほ
り
も
の
し
た
り桐火桶

明
治
の
と
し
の
二
十
の
有
ニ
の
太
陽
の
十
二
乃
月
の
十
二
日
の 

會
題
冬
季乱啥
明
榮
社
余
興
卷
花
ロ
五
十
一
章
秀
精
喹
左
に
記 

雲
水
は
な
の
家
梅
府
撰
〜
ロ
は抜

の
俗
字
。抜
。

家
の
香
や
睦し
さ
ぅ
に
更
る
こ
爰 

お
も
ひ
羽
の
な
ら
へ
て
鴛
の
番
哉 

第
121号

明
治
23
年
1

月
12
日 

題福寿草初鶏寒月 
初鶏
の
聲
に
言
葉
の
か
は
り
け
り

地
位

番
。
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開
く
度
床
へ
ぅ
つ
る
や
ふ
く
壽
草 

俳
諧
の
連
歌 

其
然 

い
ほ
の
無
事
重
ね
て
見
せ
ん
鏡餅

咲
花
に禰
宜
も
衣
服
を
改
た
め
て 

初
會
席
上
題 

屠蘇若水 

屠
蘇
の
え
ひ
鶴
に
預
け
て
遊
け
り 

恭
賀
新
年 

先
四
方
の
無
事
伺
ふ
や
は
つ
み
空 

第
122号

明
治
23
年
2

月
12
日 

題初午春雨柳 
蝶
鳥
も
き
れ
い
に
濡
れ
し
春
の
雨 

駕
の戸
に1 
下
を
飜
す
柳
か
な

第
123号

明
治
23
年
3

月
12
日 

題曲水貝寄雲雀 

瀬
戸
汐
に
聲
を
流
す
や
揚
ひ
は
り 

貝
寄
や
ま
つ
の緑
り
を
ゆ
り
起
す 

席
上
題
ふ
ら
こ
こ
菜
の
花 

菜
の
花
に
砂
川
ま
て
も
染
り
け
り 

余
興
題 

追
加

松
か
け
を
放
れ
て
遠
し
汐
干
か
た

其
然

幹事連甫
駕
〜
か
ご、
車
馬 

麵
〜
ひ
る
が
え
(
す
)

第
七
位 

嘯
月
齋
撰

〇

月並
み
會
は
い
つ
も
賑々

敷
あ
り
侍
れ
と
本
日
は
こ
と
更
開
卷
後
酒 

宴
半
に
至
り
各
筆
を
と
り懐
紙
を
染
る
こ
と稲
妻
の
如
し
そ
の
句
の 

う
ち
甲
乙
は
わ
か
す
と
も
い
さ
さ
かこ
こ
に
うつ
す 

松
風
の匂
ひ
の
は
す
や
風
の
ほ
り 

田
代
や
今
に
忘
れ
ぬ
く
に
な
ま
り 

旭
さ
す
山
販
は
し
や
き
し
の
こ
東 

蝶
舞
ふ
や
種
火
か
ふ
ら
す
野
の
小
家 

江
に
移
る
か
け
賑
は
し
や
山焼
火 

第
124号

明

治
23
年
4

月
12
日 

題牡丹若鮎竹秋 

若
鮎
の
つ
や
に
き
ゆ
る
や
砂
の
箱 

若贴
の
う
へ
に
重
た
し
雲
の
か
け 

見
る
人
も
別
や
牡
丹
の
い
ろ
違
ひ 

余
興
題
春
季
嘯
月
齋
連
甫
撰 

追
加

梅
津
寺
へ
出
會
を
も
の
し
侍
る 

瀬
戸
落
す
舟
も
霞
む
や
小
ふ
し
山
 

「な
じ
み
集
」
〜
か
す
む
や 

〇

我
師
四
時
園
其
戎
翁
の
植
置
き
給
ひ
し
明
榮
社
庭
前
の
櫻
の清
け 

き
を
敬
ひ
嗚
呼
光
陰
矢
の
如
し
と
言
は
ん
や
は
や
一
と
せ
を経
 

て
一
周
忌
の霊
前
を拝
す

言
の
葉
の
今
に
明
る
き
さ
く
ら
哉
 

連
甫
ほ
か
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〇
俳
諧
之
連
歌 

呼
か
と
て
耳
立
て
居
る
鹿
の
子
哉

樗
か
け
は
川
越
し
に
置 

二
三
人
碁
を
ぅ
つ
友
の
朝
ゆ
ふ
に 

遣
ふ
茶
碗
の
相
馬焼
な
り 

不
手
際
な
料
理
も
は
け
る
月
の
秋 

鳥
渡
つ
き
て
も
の
か
ぬ
新渋
 

出来
揃

ふ
浦
の
燈
籠
の
波
に
ゆ
れ 

洗
ふ
た儘
て
結
ぬ
く
ろ髪
 

な
ま
知
り
な
長
崎
猜
拳
を
大
語
に 

晴
つ
曇
り
つ
霰さ
ま
さ
ま 

山
の
ゐ
の
蓋
も
し
て
有
お
ち
葉
時 

襖

に
ひ
、
く
麵
棒
の
お
と 

玉
川
の
晝
に
も
居
り
し
つ
き
の
景 

秋
の
暑
さ
に
日
反
る
揚
弓 

七
五
三縄
を潜
て
乙
鳥帰
る
な
り

紺
の
袴
は
穢
れ
め
の
な
し 

あ
け
か
、
る
は
な
の匂
の
爽
に 

わ
ら
ひ強
は
か
る
石
屑
の
中

連
甫

「な
じ
み
集
」
〜
耳
立
て
ゐ
る。 

「碧虚

宛
書
簡
明
治25年
6

月
晋
⑥
」

其
然

甫然甫然甫然甫然甫然甫然甫
し
め縄
を。

こ
鳥
〜
燕
の
別
名
。

然甫然

番
札
に
ね
む
り
を
そ
へ
る
二
日
灸 

元
服
し
て
も
稚
な
名
を
呼 

酒
造
家
は
生
魚
ロ
を
う
る
さ
か
り 

御
城
下
ょ
り
も
流
行劎
術 

遥
拝
の
鳥
居
な
か
ら
も
聲
花
に 

の
り
合
舟
に
は
な
し
重
る 

丸
山
ハ
唐
人
く
さ
き
こ
い
こ
ろ
も 

國
分莨
は
好
き
き
ら
ひ
あ
る 

牛
市
に
ロ雑
魚
を
う
り
き
ら
し

未
刻
か
さ
か
れ
は
し
ま
る
關
門 

杉
の
木
は
月
を
慕
は
ぬ
枝
つ
く
り 

嵐
に
つ
れ
て
鳴
の
啼
た
つ 

大
洋
の
な
み
と
も
な
り
つ
落
し
水 

五
市
あ
ふ
ら
を
安
う
商
う 

鑄
屋
の
い
ら
ぬ
時
に
は毎
度来
る 

世
話
し
き
中
に
笑
ふ
子
の
愛 

眺
た
や
う
な
天気
の
は
な
れ
ぬ
日 

海
苔
の匂

も
空
に
廣
か
る 

第
125号

明
治
23
年
5

月
12
日 

題虎か雨螢更衣 

梢
よ
り
袖
さ
き
ぬ
れ
し
と
ら
か
雨 

席上題杜若短夜

仝甫然
ロ
〜
株
？(印
字
不
鮮
明)

甫 

流
行
る

然甫然甫然
ロ
は
魚
の
名
。
魚
偏 

に
旁
は
「稷
」
の
旁。

甫然甫然甫然 

い
か
け
屋 

甫 然 甫

杜
若
(
か
き
つ
ば
た)

一  34 —



第
九
位
伽
藍
〜
寺
院
の 

建
物
。

第
十
五
位 

第
二
十
位

持

と
し
ふ
る
き
伽
藍
照
ら
す
や
杜
若

み
し
か
夜
を
怠
り
も
な
し鶏
の
聲 

み
し
か
夜
や
芦
間
を
ヒ
る
朝
の
月 

席
上句
合
題
夏
季 

月
更
て
蚊
帳
に
さ
し
こ
む
木
陰
哉 

余
興
題
夏
季
嘯
月
齋
撰 

追
加

川
音
は
は
や
木
か
く
れ
て
夏
隣
り 

第
126号

明
治
23
年
6

月
12
日 

題达

か花萍大視

 

萍
(、
っ
き
く
さ) 

太
平
を
着
かさ
る
い
ろ
や
比
か
花 

比
か
花
宮
と
寺
と
へ
わ
か
れ
け
り 

喜
月
居
士
追
善
俳
諧
之
連
歌 

ぅ
る
ほ
し
き花
の
明
り
の
一
冷
み

喜
月
居
士霊
前
手
向
前
文
略
す 

葉
さ
く
ら
や
今
に
親
し
き
水
の
音 

喜
月
居
士
追
善
句
集抜
粋
三
十
六
吟
松
山
雲
祥
寺
奉
額 

海
滴
庵
鶯
居
大
人
撰 

静

ヵ
さ
や
つ
ゆ
と
月
と
の
友
明
り
 

第
十
二
位 

右
同断
抜
粋
太
山
寺観
音
奉
額
四
時
園
其
然 

曠
着
し
て
居
て
も
古
風
な
茶
摘
哉
 

天
地
人
の
二
位
に
該当
、

頭
に
「軸
」
と
あ
り

第
127号

明
治
23
年
7

月
12
日 

題納涼
綿か花川狩 

新
田
の
富
る
明
り
や
わ
た
の
は
な 

席
上
題
夏
季 

海
原
に
浮
く
や
す
、
し
き
鳥
の
景 

余
興
題
夏
季
嘯
月
齋
連
甫
撰 

追加

蝉
啼
や
湖
に
ゆ
れ込
ま
つ
の
か
け

第三位

「な
じ
み
集
」
〜
海
に
ゆ
れ
こ 

む
松
の
。

「碧虚

子
宛
書
簡
明
治25年 

6

月
27
日
@
」

第
128号

明
治
23
年
8

月
12
日 

題桐一葉放生会稲
妻 

鳳
凰
の
い
め
重
り
て
き
り
ひ
と
葉 

席
上
題
秋
季
太
山
寺観
音
奉
額 

箒
目
の
波
に
も
添
ふ
や
秋
の
か
せ 

山
門
の#
目
た
、
し
ぅ
す
も
み
ち 

余
興
題
秋
季
嘯
月
齋
連
甫
撰 

追
加

龍
門
へ
の
ほ
れ
と
こ
ひ
の
放
生会

ほ
う
じ
よ
う
え

放
生会第三位人 

第
二
十
四
位

放
生会
〜
陰暦
八
月
十
五 

日
に
行
ぅ
放
生
(功徳
を 

積
む
た
め
に
生
き
物
を
逃
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が
し
て
や
る
こ
と)
の
式
0

第
129号

明

治
23
年
9

月
12
日 

題月見渡鳥新酒 

わ
た
り
鳥
馴
染
あ
り
け
や
袖
の
浦 

席
上
題稲
の
花
鹿 

脊
に
の
す
る榊

の
か
け
や
月
の
鹿第十
位

「な
じ
み
集
」
〜
背

に
の
す
る
。
「碧虚
 

宛
書
簡
明
治25
年 

6

月
27
日
@
」

余
興
題
秋
季
嘯
月
齋
連
甫
撰 

追
加

羽
衣
の
や
ぅ
に
見
え
け
り
天
津
雁
 

「な
じ
み
集
」

第
13〇号

明
治
23
年
10
月
12
日

題秋の色御取越網代打

日
に
雨
に増
る
詠
め
や
秋
の
い
ろ
 

な
が
め
や
。

席上題秋季 

出
世
す
る
度
に
名
高
き
角
力
か
な
 

第
七
位 

席
上
題
秋
季
運
座

啼虫
の
こ糸
も
正
や内
裏
あ
と
 

第
十
一
位 

夏
夜
席
上
題
月
す、
き 

須
磨
明
石
放
れ
て
見
て
も
名
の
夜
哉
天
位 

玉
章
の
種
も
つ
き
せ
ぬ
すゝ

き
哉
 

地
位

名
月
や
思
は
ぬ
と
こ
に
人
の
こ
東 

第
四
十
二
位 

第
131号

明
治
23
年
11
月
12
日 

題小春紙衣

搰
 

I
 

気
易
け
や搰
火
に
て
ら
す
友
白髪搰
〜
焚
物
に
す
る
木
の
切
れ

は
し
。

鳶
の
輪
の
空
に
廣
か
る
小
春
か
な

小
春
日や
こ
と
更清
きか
み
ち
山 

神
路
山
〜
伊
勢
神
宮内
宮

の
南
方
の
山

花
之
本
祭
俳
諧
之
連
歌 

暇
は
し
も
花
の
明
り
に
か
け
替
て 

余
興
題
冬
季
嘯
月
齋
連
甫
撰 

追
加

ま
つ
に乗
る
聲
の、に
り
や
浦
千
鳥 

花
の
本
祭
像
前
に
お
い
て
句
合
題
冬
季 

花
に
似
た
に
ほ
い
く
は
る
や
櫻
炭 

第
132号

明
治
23
年
12
月
12
日 

題年木師走冬椿 

足
早
に
ゆ
く
や
師
走
の
人
と
ふ
り 

納会
席上題葉竹鯨 

空
ハ
は
や
松
の匂
ひ
や
葉
竹
ぅ
り
 

天
位 

立
波
を
押
へ
て
通
る
く
ち
ら
か
な
 

人
位 

余
興
題
冬
季
嘯
月
齋
連
甫
撰 

追加
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(別表） 『眞砂の志良邊』現存号 一覧 表
，ゴ チ ッ ク 体 〜 松 山 市 立 子 規 記 念 博 物 館 蔵 書 、 （写 ）愛媛県 立図 書館蔵  
，斜 体 ゴ チ ッ ク 〜 法 政 大 学 「正岡子規文庫蔵 書」 （91 号 以降蔵 ）

1月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 1 0 月 1 1 月 1 2 月

明 治 1 3 年 1 号 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1 2 号

1880

明 治 14年 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

1881

明 治 15年 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36号
1882

明 治 16年 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48

1 8 8 3

明 治 17年 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60
1884

明 治 18年 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72

1885

明 治 19年 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84
1886

明 治 2 0 年 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96

1887

明 治 2 1 年 97 98 99 100 101 102 103 104 105 106 107 108

1888

明 治 2 2 年 109 110 111 112 113 114 115 116 117 118 119 120
1889

明 治 23年 121 122 123 124 125 126 127 128 129 130 131 132

1890

明 治 2 4 年 133 134 135 136 137 138 139 140 141 142 143号 144

1891

明 治 25年
1892

明 治 26年  156、157、159、160号 抜 粋 （156号 から一枚刷り〜年月不詳）
1893

明 治 27年 （1894) 161号 （終刊号 ） 明 治 27年 9 月
※ 847.11.11愛媛県 立図 書館が、森 勳 （松 山 市 三 津 1丁目）所 蔵 の 『眞砂の志良邊』 （欠 

本あり） を複写 し、848.3.12同 図 書 館 に 編 入 （36号 か ら 122号 まで)。
※ 857.5.27松山市立子規記念博物館が、上記図 書を収 蔵 。
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煤
掃
て
ま
つ
の匂

ひ
を
迎
へ
け
り

納
會
席
上
に
お
い
て
付
勝
俳
諧
之
連
歌
 

其
然 

さ
し
の
ほ
る
月
に
嵐
の
そ
ょ
そ
ょ
と 

第
133号

明
治
24
年
1

月
12
日

先
不
二
を恵
方
柱
や
は
つ
み
空
 

「な
じ
み
集
」
〜
ま
づ
不
二
を 

第
134号

明
治
24
年
2

月
12
日 

題霞戀猫椿 落
る
と
ハ
見
え
ぬ
椿
の
盛
り
か
な 

席
上
題
雲
雀
接
木 

七
重
八
重
富
む
九
重
の
接
木
か
な 

余興題春季嘯月齋連甫撰 

追
加

匂
は
し
き
こ
の
豊
さ
や
花
の
は
る 

第
143号

明
治
24
年
11
月
12
日 

題
麦

蒔鳆

霜
 

鳆
 

初
霜
を
踏
消
す
こ
東
や
朝
すゝ

め 

余
興
嘯
月
齋
連
甫
撰 

追
加

あ
ら
は
れ
た
花
表
の
白
き
枯
野
哉

本
日
十
二
日
花
之
本
大
神
大
祭
に
付
各遥
拝
所
へ参
拝
の
上
久
保 

高
平
氏
の
新
座
敷
に
於
て
祭
式
を
執
行
す
久
保
田
高
平
氏
〜
久
保

田
回
漕
店
店
主

花
之
本
祭
俳
諧
之
連
歌 

面
白
し
雪
に
や
な
ら
ん
冬
の
あ
め
 

高
吟 

笑
み
かゝ

る
花
に
和
ら
ぐ
空
模様
 

各
奉
吟

こ
と
の
葉
も
花
と
敬
ふ
祭
り
か
な 

月
次
會
席
上題石
蔣花
水鳥神楽
 

大内
は
わ
け
て
明
る
き
神楽
か
な
 

人
位 

月
星
も
く
ま
な
き
御
世
の
神楽
か
な 

角
力
句
合

錦
着
る
身
も
ぅ
き
旅
の
ふ
と
ん
哉
 

勝 

第脱
号
発

行
年
月
不
詳
ニ
枚
刷
り
〜
以
下
同
じ
)

四
時
園
其
然
宗
匠
撰(以
下
同
じ)

題短夜苔の花枝蛙 

嘯
月
齋
連
甫
宗
匠
撰 

追
加

ふ
盡
の
音
を
堅
る
岩
や
苔
の
は
な
 

不
二
の
根
を 

第
159号
発

行
年
月
不
詳 

四
時
園
其
然
宗
匠
撰 

題浮巣
夕顔炎天 

嘯
月
齋
連
甫
宗
匠
撰 

追
加

炎
天
や
ま
つ
の
梢
にほ
し
ひ
と
つ 

余
興
題
雨
乞
夏
の
月
沖
繪
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追
加

お
く
庭
の
ふ
き
あ
け
み
つ
や
沖
繪

第
160号
抜
粋
発

行
年
月
不
詳
〜
終
刊
と
さ
れ
る
明
治
27
年
9
 

月，第
161号
の
前号
 

四
時
園
其
然
宗
匠
撰

題虫
稲

妻
蕃
椒 

蕃
椒=

唐
辛
子 

嘯
月
齋
連
甫
宗
匠
撰 

追
加

艸
の戸
は
む
し
の
秋
な
り
人
出
入
 

以
上 

(

平
成
ニ
五
年
三
月
例会

講
演
常
任
理
事
)

一参
考
資
料一

『俳
句
の
里
松
山
』

松
山
市教

育
委
員会

昭
和56年
3

月
1

日発

行
(
初
版
) 

『椿
守
り—
森
元
四
郎
著
作
集
—
』

自
費
出
版
平
成
15
年
12
月
19
日発
行 

『愛
媛県
百
科
大
事
典
』(
上
.

下
)

愛
媛
新
聞
社発
行
昭
和

60
年
6

月
1

日発
行

短
信
「松
山
子
規会

叢
書.
子
規会

誌
の
頒
布
に
つ
い
て
」

こ
れ
ま
で、
松
山
子
規会
叢
書
と
し
て
刊
行
し
て
き
た
書
籍
が数
 

多
く
事
務
局
に
お
い
て
保
管
さ
れ
て
い
る
。発
行
か
ら
年数
の経
っ 

た
も
の
な
ど
は
、
最
近
は
殆
ど
購
入
の
希
望
も
な
い状
況
で
あ
る
。 

「子
規会
誌
」
も、
各
年
四
回
刊
行
さ
れ
て
い
る
が、
ニ
〇
0

部
以
上 

も残
つ
た
ま
ま
の
も
の
も
あ
る
。

そ
こ
で
、
先
の
常
任
理
事会
で
協
議
の
結
果、残
っ
て
い
る
こ
れ 

ら
書
籍
.会
誌
を、会
員
諸
子
の研
究
活
用
に
供
す
る
た
め
、
割
安 

の価
格
で
希
望
者
に
頒
布
す
るこ
と
と
し
た
。
な
お、
送
料
に
つ
い 

て
は
自
己
負担
で
お
願
い
す
る
。
お
問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
ま
で
。

事
務
局
七
九
〇
-〇九二五

松
山
市
鷹
子
町
九
三丨
四
宇
和
宣 

電
話 
0

8

9
 
(
9
7
6
)
 

6

8

2

3

現
在、
事
務
局
に
多
く残
っ
て
い
る
書
籍
の
部数
は
次
の
と
お
り
。

越
智
ニ
良
著
「子
規こ
そ
わ
が
い
の
ち
」 

一〇〇部 

同 

「『草
秋
』
な
ど
」
 

一

〇
〇
部 

同 

「し
の
ぶ
草
」 

五
〇
部 

松
山
子
規会

編
「子
規
敬
慕
」
 

三
〇
部 

風戸

始.
越
智
ニ
良
著
「写
真

集
子
規
と
松
山
」
 

三
〇
部 

「子
規会

誌
」一

〜

一

0

〇号
 

一〇
部
前
後 

一〇一
〜

ニー
〇号
 

三0

部
前
後 

ニ
ニ
〜
一
三
七号
 

五
〇
部
前
後
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平
成
二
十
四
年
度
正
岡
子
規
ほ
か研

究
資
料
.
文献
目録

〇
正
岡
子
規 

春単
行
本

伝
記
正
岡
子
規
松
山
市教
育
委
員会
平
成
二
十
四、
三、 

三
十一な

じ
み
集
複
製
版
正
岡
子
規
平
成
二
十
四、
三、
三十一

な
じ
み
集翻
刻
版
松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
平
成
二
十 

四、
三、
三
十一

な
じ
み
集
複
製
版
解説
松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
平 

成
二
十
四、
三、
三
十一

正
岡
子
規
ド
ナ
ル
ド.
キー
ン
新
潮
社
平
成
二
十
四、
八、 

三十子
規断
章
漱
石
と虚
子
日
下
德ー
朝
日
新
聞
出
版
平
成 

二
十
四、
十
、
三
十 

鲁
論
文

鬼
ケ
城
俳
話147
子
規
『な
じ
み
集
』
に
ぉ
け
る虚
子
句
の読
み 

方
復
本ー
郎
「鬼会報」

177

松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館

鬼
ヶ
城
俳
話148
安
倍
能
成
著
『我
が
生
ひ
立
ち
』
の
中
の
子
規 

復
本
一
郎
「鬼会
報」

178 

「散
策
集
」
の
課
題
明
治
二
十
八
年
九
月
二
十
一
日
松
山
城
北
吟 

行
和
田
克
司
「近世文学研
究」
第

4号 

書
評
李蕊
著
『正岡子規
の写
生文学
とそ
の周辺
』
(双
文社 

出版
)

浅

沼
璞
「近世文学研
究」
第

4号
 

第
36
回
現
代
俳
句
講
座
そ
の1
「虚
子
か
ら
子
規
へ
」
宮
坂静
生 

「現
代
俳
句
」
平
成
二
十
四、
十 

第
36
回
現
代
俳
句
講
座
そ
の2

「子
規
の時代」
秋
尾
敏
「現 

代
俳
句
」
平
成
二
十
四、
十
一 

子
規
の
三
峰
十
句
集
井
手
康
夫
「子規会
誌」

132 

歌
人
，山
上
次
郎
の
「子
規
と
茂
吉
」
烏
谷
照
雄
「子
規会
誌

」
132 

海
外
に
息
づ
く
俳
句
と
子
規
乃
万
美
奈
子
「子規会
誌

」

133 

子
規
選
句
稿
「なじ
み
集」
に
つ
い
て
上
田
一
樹
「子規会 

誌
」
135

正
岡
子
規
と
石
井
露
月—

「海楼
つ
れ
づ
れ
」
ょ
りー

加
藤
三 

辰

「子規研
究
」

66

- 40-



子
規
短
歌
の
修辞
—

万
葉
集
の
枕
詞
と
比
較
し
て
—

片
山
武 

「子
規研
究」
66 

子
規
晩
年
の
口
述
筆
記
に
お
け
る
筆
記
者
(
他者)
の介入につ 

い
て
こ
幡
英
剛
「子規研
究

」

66 

数

詞
「一一」
を
詠
み込

ん
だ
句

(

一)
伊
吹
純
「子規研
究

」
66 

子
規研
究
ノー
ト
つ
か
く
れ
み
のー
⑶
年
目
の真
実
ー
そ
の
ニ

) 

関
宏
夫
「子規研
究
」

66 

正
岡
子
規
と
万
葉
集(十
二
)

片
山
武
「子規研
究

」

66 

〈講演〉子
規
と
「なじ
み集」
和
田
克
司
「子規研
究

」

67 

正
岡
子
規
の
漢
詩—
短
歌
に触
れ
て—

川
井
盛
次
「子規研 

究
」

67

数
詞
「11」
を
詠
み
こ
ん
だ
句(ニ
)

伊
吹
純
「子規研
究

」
67 

複
製
版
『なじ
み集』
日
景
洋
一
「子規研
究

」

67 

正
岡
子
規
と
万
葉
集(十
三
)

片
山
武
「子規研
究

」

67 

子
規
に
ょ
せ
て
い
ま
だ
書
か
れ
ざ
る
も
の
渡
部
光
一
郎 

「子
規
新
報
」154 

子
規
と
米
山@

福
田
安
典
「子
規
新
報
」154 

子
規
の
風
，
子
規
か
ら
の
風16子
規
の絵
《晚
香寒翠
》《清
節 

凌
秋
》丨
漢
詩
文
の
時
代|

大
廣
典
子
「子
規
新
報
」154 

子
規
に
よ
せ
て
子
規
か
ら
考
え
る(続
)

—

1

9

0

0
年
の横
 

顔
た
ち|

渡
部
光
一
郎
「子
規
新
報」
155 

子
規
の
風
‘
子
規
か
ら
の
風17
子
規
の絵
|
芭
蕉
の
影丨
学
習 

帳
か
ら|

大
廣
典
子
「子規新報

」

155

子
規
に
よ
せ
て
い
ま
だ
書
か
れ
ざ
る
も
の
渡
部
光
一
郎 

「子
規
新
報
」
156 

子
規
の
風
，
子
規
か
ら
の
風18子
規
の絵

《秋
海
棠
》丨
絵
具 

で写
生
大
廣
典
子
「子規新報」

156 

子
規
に
よ
せ
て
子
規
歌
論
再読

渡
部
光ー

郎
「子
規
新
報
」
157 

子
規
の
風
，
子
規
か
ら
の
風19子
規
の絵
@

《ぁ
づま
菊
》
大 

廣
典
子
「子規
新報」

157 

子
規
に
よ
せ
て
熱
い
か
冷
た
い
か
渡
部
光
一
郎
「子規新 

報
」
158

子
規
の
風
，
子
規
か
ら
の
風19子
規
の絵
@

ガ
ラ
ス
と絵
画
《病 

室
の冬》
大
廣
典
子
「子規
新報」

158 

子
規
の
四
季
16
〜
27
池内
け
い吾
「春耕」
平成 

二
十
四、一

〜

十
二 

子
規
の
俳
論
俳
話

46
〜
57
中
川
み
え
「春
星」
平
成 

二
十
四、一

〜

十
二

エ
ッ
セー
「正岡子規
の顔写真
」
か
ら
根
本
正
「青
南」 

平
成
二
十
四、
二 

若
手
歌
人
に
よ
る
近
代
短
歌研
究
.

正
岡
子
規
花
山
周
子
「短 

歌
」
平
成
二
十
四、一 

和
風
の
選
ん
だ
子
規
の
「恋
愛
俳
句
」
考丄

女
藤
和
風
編
『恋
愛 

俳
句
集
』
を読
む|

復
本ー
郎
「日本現代詩歌研
究」
第

10号 

正岡
子
規
と呉
港
南
政
之
「俳句にぎたつ」
平成 

二
十
四
、
三
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正
岡
子
規
‘
赤
木
格
堂
と
短
歌斎

藤
諒
一
「俳
星
」
平
成 

二
十
四
、
一

子規

¢
1

筆
の選句講評和田克司
「俳星」
平成 

二
十
四
、
ニ

ペ
ン
リ
レー
続

.
子
規
の
俳
句
革
新
に
思
ぅ
こ
と
伊
藤
一
路 

「俳
星」
平
成
二
十
四、
三

ペ
ン
リ
レー

八
重
の
書
簡
と
子
規
(
中
)
(

下)
武藤素魚 

「俳
星
」
平
成
二
十
四
、
六
、
七 

子
規
，虚

子
周辺
44
〜

47
平
岡
ま
さ
る
「花
み
か
ん」
45 

〜

48小説
.

琵
琶
歌
等
に
現
れ
た
子
規
の
人
間
像畠

中
淳
「杜
鵑 

花」
平
成
二
十
四、
一 

正
岡
子
規
と
外
交
官
僚
加
藤
拓
川
(
恒
忠
〉畠

中
淳
「杜
鵑
花」 

平
成
二
十
四
、
ニ、
三

正
岡
子
規
と
鳴
雪畠

中
淳
「杜
鵑
花」
平
成
二
十
四、
七 

正
岡
子
規
の
死
生観

正
岡
明
「杜
鵑
花
」
平
成
二
十
四、
十 

正岡子規の足跡正岡明
「杜鵑花」
平成 

二
十
四
、
十
一
、
十
二 

「水
魚」
の
こ
と
か
ら
132
〜
143
岡
本
八
千
代
「三
河
ア
ラ
ラ 

ギ
」
平
成
二
十
四
、
一
〜
十
二 

子
規
の
短
歌
革
新
と
ア
ラ
ヲ
ギ
の
歌
人
1

〜
5

佐
藤
喜
仙 

「三
河
ア
ラ
ラ
ギ
」
平
成
二
十
四
、
八
〜
十
二

〈書
評
〉井
上
泰
至
著
『子
規
の内
な
る
江戸
』
染
谷
智
幸
「若

葉」
平
成
二
十
四、
四

コ
ト
パ
の内
な
る
子
規
—
俳
句
以
前
に
つ
い
て
橋
本
直 

「ィ
-―

サ
ン
ト
ゥ̂―

イ―

」 
1

〇
夏
目
漱
石 

參単
行
本

漱
石
の
落穂
拾
いー
知
ら
れ
ざ
る
江
の
島
鎌
倉
湯
河
原
句 

漱
石
異説

山
影
冬
彦
彩
流
社
平
成
二
十
四
、
四、
三
十 

#
論
文

特
集
，
漱
石
『文学
論』
を
ひ
ら
く
「文学
」
13
|
3 

漱
石
の
月
俸
八
十
円
の
「真実
」
〜
外国
人
英
語教
師並
み
の
待 

遇
か
〜
三
好
恭
冶
「子
規会
誌」
134

〇
高
浜虚
子 

#単
行
本

高
濱虚

子
精
選
句
集
遠
山
彩
流
社
平
成
二
十
四
、
四、
三
十 

#
論
文

芥
川
と虚

子
の
交
流
伊
藤
一
郎
「俳
壇」
平
成
二
十
四、
一一 

第
十
二
回国

際
俳
句
シ
ン
ポ
ジ
ゥ
ム

(
7

)虚
子
の
存
問
に
つ
い 

て
(
そ
の
ニ
)

「花
鳥
諷
泳」
平
成
二
十
四、
十
二

〇
河
東
碧
梧
桐 

春単
行
本
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碧
梧
桐
百
句
栗
田
靖
翰
林
書
房
平
成
二
十
四
、
ニ、
二
十
ニ 

〇
そ
の
他 

#単
行
本

芝不器男への旅谷さやん創風社出版平成 

ニ
十
四
、
四
、
十
九 

#
論
文

愛
媛
に
ゆ
か
り
の
俳
人
13
〜
24
武
市
公
子
「愛
媛
若
葉」 

平
成
二
十
四、一

〜

十
二 

鳴
雪
ょ
り
霽
月
宛
句
評
の
書
簡
一

2

藤
鳴
雪研
究
中
野
匡
子 

「花
鳥
諷
詠」
平
成
二
十
四、
一 

国
語教
科
書
の
中
の
俳
句
—内
藤
鳴
雪研
究
1

〜
最
終
回
小
林 

國
雄
「花
鳥
諷
詠」
平
成
二
十
四、
ニ
〜
十 

鳴
雪
探
訪
(
松
山
)

—内
藤
鳴
雪研
究
中
野
匡
子
「花鳥諷 

詠
」
平
成
二
十
四、
十一 

鳴
雪
交
友
抄
1内
藤
鳴
雪研
究椋
則
子
「花鳥諷詠」
平成 

二
十
四
、
±
一

五
友
のー
人
三並
良
西
村
拓
「子規会
誌」

133 

内
藤
鳴
雪
の
時
代
平
岡
英
「子規会
誌」

133 

家
族
の
絆
と
極
堂
〜
三
度
の
挫
折
を
超
え
て
ニ
神
將
「子
規 

会
訪」
135

『父
極
堂
』
91
〜
最
終
回
柳
原
正
春
作、
伊
藤
深
編
「し
ら
さ 

ぎ
」
平
成
二
十
四
、
一
〜
四

現
代
俳
人
列伝
143
〜
155

「鹰
」
平
成
ニ
十
四
、ー
〜
十
ニ 

露
月
折々

16
〜
27
石
田冲

秋
「俳
星」
平
成
二
十
四、
一 

〜
十
二

石井露月の房総滞
在記加藤三辰
「俳星」
平成 

二
十
四
、
六

内

藤
鳴
雪
小伝
畠

中
淳
「杜
鵑
花」
平
成
二
十
四、
六、
八
〜 

十
二
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其戎の句碑

短
信

「其
戎
句
碑
の
除
幕
式
」

新
た
に
松
山
市
三
津
ニ
丁
目
の恵

比
須
神
社
に
建
立
さ
れ
た
大
原 

其
戎
句
碑
の
除
幕
式
が、
五
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
た
。

正
岡
子
規
の
唯
一
の
俳
諧
の
師
で
あ
る
大
原
其
戎
宗
匠
の
玄
孫
(五 

代
目
)

故
大
原
啓
司(
け
い
じ)
氏
(
信
州
大学
名誉
教
授、
工学
博 

士
)
)

は、
其
戎
の
句
碑
建
立
を
願
っ
て
お
ら
れ
た
と
こ
ろ、
信
州
大 

学
退
官
五
年
後
の
平
成
二
十
ニ
年
五
月、
急
逝
さ
れ
た
。

こ
の
た
め、
綾
子
夫
人
は
故
人
の
願
い
を叶
え
る
べ
く
一
昨
年
よ
り 

数
度、
長
野県
上
田
市
よ
り当
地
に来
ら
れ、
句
碑
建
立
に
ご尽
力
。 

こ
の
度、
其
戎縁

の
三
津
「恵
美
須
神
社
」
に
建
立
が
成
り、
平
成 

二
十
五
年
五
月
二
十
六
日
(且
午
後
四
時
よ
り
句
碑
除
幕
式挙

行
の 

運
び
と
な
つ
た
。

碑
の
句

日
永
さ
や
い
つ
ま
で
こ、
に
い
よ
の
富
士
 

其
戎 

は、
昨
年
五
月、
綾
子
夫
人
が
建
碑
準
備
の
た
め、
再
度来
訪
さ
れ
た 

折
、
ご挨
拶
に
伺
っ
た
松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
竹
田
美
喜
館
長
か 

ら
ア
ド
バ
イ
ス
で、
同
博
物
館
に
お
い
て
昨
年
三
月
複
製
版
.翻
刻
版 

刊
行
成
っ
た
ば
か
り
の
子
規
自
筆
選
句
稿
『な
じ
み
集
』
の
其
戎
の
項 よ

り
選
定
さ
れ
た
。
子
規
の
自
筆
の拡
大
に
よ
る
子
規
の
師
其
戎
の
句 

碑、
と
い
ぅI

つ
の
物
語
が
出来
る
と
の
ご教
示
で
あ
っ
た。

こ
の
句
は、
明
治
二
十
一
年
五
月
十
三
日
正
午、
『眞
砂
の
志
良
邊
』 

第
百号
刊
行
祝
賀
句会
が
三
津
の
東
郊、
名
勝
久
万
ノ
台
の
「成
願
寺
」 

で
開
催
さ
れ
た
折、
宴
た
け
な
わ
に
至
り
遠
く
山
ロ
.
大
分
ま
で
見
晴 

る
か
す
興
居
島(
ご
ご
し
ま)
の
夕
映
え
の
情
景
を
詠
ん
だ
も
の。
句 

碑
の
右
脇、説
明
文
の
撰
文
に
あ
た
っ
て
は、
和
田
克
司
副会
長
か
ら 

の
助
言
が
あ
っ
た。

当
日
は、
天
候
に
も恵
ま
れ、恵
美
須
神
社拝
殿
で
柳
原
宰
宮
司
に 

よ
る
神
事斎
行
の
あ
と、
句
碑
御祓
い、
綾
子
夫
人、
長
男
章
太
郎
氏 

(
其
戎来

孫
'

ハ
代
目)、
次
男
光
平
(
こ
ぅ
へ
い)
氏、
三
男
有
裕 

(
あ
り
ひ
ろ)
氏
ほ
か
大
原
ご
一
家
に
よ
る
除
幕
が
行
わ
れ
た
。
次
い 

で
綾
子
夫
人
の
施
主挨
拶
、
子
規
記
念
博
物
館
竹
田
美
喜
館
長、
松
山 

子
規会
和
田
克
司
副会
長
の来
賓挨
拶
が
あ
っ
た。

神
社総
代
ほ
か
多数
の参
加
を
得
て、
子
規
の
原
点
と
も
言
え
る
其 

戎
の
句
碑
除
幕
式
が、
其
戎縁
の
地
で
誠
に
意
義
深
く
か
つ
盛会
裏
に 

執
り
行
わ
れ
た
。(
愛
媛
新
聞
五
月
三
十
日
ほ
か
で
報
道
)。

(資
料
提
供
常
任
理事
森慎
吾

)
(

編集部
)

子規会
誌第

I

三八
号

季
刊
(
四
、
七
、I

〇
、

I

月
)

発

行
日 

平
成
ニ
五
年
七
月I九
日 

発
 

行 

松山子規
会 

松
山
市
末広
町
正
宗
寺内
 

振
替
口
座 

〇

I

六1

1〇
|
七丄

八
六
八 

印
刷
所 
阖

二葉印刷所

電
話
〇
八
九
—

九
二
五
—
〇
三
三
八
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松山市道後湯之町13 — 7
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本
選
集
の
特
色

國
各
界
の
第
一
人
者
に
ょ
る
テー

マ
ご
と

の
新
し
い編
集。

誦
新
字.新
か
な
表
記
、
漢
文
表
記
に
は 

読

み
が
な
を
付
し
、読

み
や
す
い
か
た
ち 

で
チ
規
の
一
言
索
を
味
わ
ぅ
。

國写
真

や図

版
を
多
用
し
、
子
規
の
世 

界
を
視觉
的
にと
ら
え
ら
れ
るょ
ぅ
に 

工
夫
し
た"

国

新
出
咨
簡
を
可
能
な
限
り収
録

し
、 

ま
た
新
資
料
に
ょ
り
年
譜
の
充実

を
は

か
っ
た
。

國
す
べ
て
の巻

に
、
人
名
に
つ
い
て
注
を 

付
す
。

麵
俳
句
.
短
歌
の巻

に
は
初
句
索
引
を 

付
す
，

【令
15
卷内
容】

第丨
卷子
規
の
三大
隨
筆

 

第
2槔

子
規
の青
春

 

第
3

巷
子
規
ど
日
本
語

 

第
4

巷
子
規
の
#句

 

第
5

卷
子
規
の
短
歌

 

第
6

卷
子
規
の
徘
句
菜
新

 

第
7

卷
子
規
の
短
歌

苯

新 

第
8

卷子規と絵画

 

第0"

卷
子
規
と
漱
石

 

系
|0
卷
子
規
の
孚
紙

 

笫
||
卷
子
規
の
#
句分類

 

第
12槔

子
規
の
思
い
出 

第
13
卷
子
規
の
現
在

 

第
|4
卷子規のー
生

 

第
15
卷
子
規
と
靜
岡

¥400


